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10
月
10
日
（
月
）
体
育
の
日
、
第
６

回
森
下
広
一
杯
八
頭
町
マ
ラ
ソ
ン
大
会

が
、
船
岡
中
学
校
校
庭
を
発
着
点
と
す

る
「
日
本
陸
連
公
認
船
岡
コ
ー
ス
」
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
大
会
に
は
、
町
内
外
を
は
じ
め
、

遠
く
は
関
東
地
方
、
九
州
地
方
か
ら

過
去
最
高
の
１
６
１
０
人
（
非
計
測

の
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
を
含
む
）
の
ラ
ン

ナ
ー
が
集
ま
り
、
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

　

開
会
式
の
あ
と
、
午
前
９
時
40
分
に

参
加
費
無
料
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
（
２

㎞
）
に
老
若
男
女
４
９
４
人
が
ス
タ
ー

ト
す
る
と
、
上
位
を
狙
い
一
斉
に
飛
び

出
す
小
学
生
や
子
ど
も
を
抱
っ
こ
し
て

走
っ
た
り
、
幼
児
を
乗
せ
た
ベ
ビ
ー

カ
ー
を
押
す
保
護
者
な
ど
の
姿
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

　

ゴ
ー
ル
し
た
ラ
ン
ナ
ー
た
ち
は
、
大

会
ス
タ
ッ
フ
か
ら
「
お
疲
れ
様
で
し
た
」

の
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
と
、
み
ず
み
ず
し

い
「
広
留
野
大
根
」
を
１
本
ず
つ
受
け

取
っ
て
い
ま
し
た
。　

　

10
時
か
ら
３
・
５
・
10
㎞
、
ハ
ー
フ

マ
ラ
ソ
ン
の
距
離
で
、
年
齢
、
性
別
に

よ
り
16
部
門
で
競
技
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

（
各
部
門
別
の
入
賞
者
は
、
4
・
5
ペ
ー

ジ
に
掲
載
。）
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過去最高の1,610人が健脚を競う 

森下広一杯 八頭町マラソン大会
    ～東日本大震災復興支援イベント～

第６回第６回



　

招
待
選
手
と
し
て
バ
ル
セ
ロ
ナ
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
銀
メ
ダ
リ
ス
ト
の
森
下
広
一

さ
ん
（
大
江
出
身
）
が
５
㎞
の
部
、
森

下
さ
ん
が
監
督
を
務
め
る
ト
ヨ
タ
自
動

車
九
州
陸
上
部
か
ら
今
井
正
人
選
手
が

10
㎞
の
部
、
酒
井
拓
弥
選
手
が
ハ
ー
フ

マ
ラ
ソ
ン
の
部
に
参
加
し
、
大
会
に
花

を
添
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

会
場
内
で
は
、
走
り
終
え
た
ラ
ン

ナ
ー
の
疲
れ
を
癒
や
し
て
も
ら
お
う

と
、
八
頭
町
女
性
団
体
連
絡
協
議
会

の
会
員
40
人
が
お
い
し
い
「
な
め
こ

汁
」
を
１
７
０
０
人
分
調
理
し
、
ま
た
、

２
８
０
個
の
梨
を
切
り
分
け
て
無
料
で

振
る
舞
い
ま
し
た
。

　

今
大
会
は
、
東
日
本
大
震
災
復
興
支

援
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
大
会
事
務
局
で

は
参
加
者
に
義
援
金
の
協
力
を
お
願
い

し
、
ま
た
、
森
下
監
督
の
ト
ヨ
タ
自
動

車
九
州
陸
上
部
は
、震
災
復
興
支
援
「
オ

リ
ジ
ナ
ル
ゼ
ッ
ケ
ン
留
め
」
の
販
売
を

し
、
売
上
金
の
全
額
を
日
本
赤
十
字
社

に
寄
付
し
ま
し
た
。
ま
た
、
森
下
監
督

が
ト
ヨ
タ
自
動
車
九
州
陸
上
部
の
監
督

就
任
を
き
っ
か
け
に
結
成
さ
れ
た
「
森

下
広
一
氏
と
手
を
つ
な
ぐ
会
」
で
は
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
タ
オ
ル
と
帽
子
を
セ
ッ

ト
で
販
売
し
、
売
上
金
の
一
部
を
復
興

支
援
に
役
立
て
ま
し
た
。

甘い梨で疲れを癒すランナー

おいしい「なめこ汁」

売上金の一部を復興支援に 復興支援の「オリジナルゼッケン留め」
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第６回　森下広一杯　八頭町　マラソン大会　各部門入賞者
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

中学生～39歳　男子 60歳～　男子
1 浅見　義之 智頭町 1 小林　　博 兵庫県
2 川崎　凌汰 八頭町 2 徳松　公明 鳥取市
3 木下眞太郎 八頭町 3 黒岩　秋夫 兵庫県
4 竹内　　開 八頭町 4 明石　　孝 鳥取市
5 山﨑　一樹 八頭町 5 池野順一郎 岡山県
6 下石　智也 八頭町 6 有馬　雅文 香川県

40歳～49歳　男子 中学生～39歳　女子
1 菱川　博人 岡山県 1 中村　史奈 八頭町
2 原田　康行 兵庫県 2 坂本　尚子 八頭町
3 橋本　直敏 岡山県 3 山下万里奈 八頭町
4 木下　　誠 大阪府 4 瀧田　　優 八頭町
5 向井　　茂 千葉県 5 秋山　汐織 八頭町
6 石破　　徹 八頭町 6 定久　美樹 鳥取市

50歳～59歳　男子 40歳～　女子
1 山本　正則 兵庫県 1 市村　一葉 香川県
2 住田　義明 岡山県 2 榎本　美和 兵庫県
3 山本　泰典 京都府 3 中谷　悦子 鳥取市
4 古田　二郎 鳥取市 4 長恒　京子 岡山県
5 林　　　亨 京都府 5 岡本　里子 鳥取市
6 藤田　好弘 八頭町 6 近江　美穂 鳥取市

10
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

15歳～39歳　男子
1 佐藤　健司 岡山県
2 田中　典幸 兵庫県
3 竹内　直樹 鳥取市
4 深澤　高広 兵庫県
5 中村　智彦 兵庫県
6 村中　正和 鳥取市

40歳～　男子
1 清水　昭宏 倉吉市
2 宮脇　宏和 八頭町
3 大田　英明 北栄町
4 浜田　正澄 兵庫県
5 藤本　克信 兵庫県
6 成本　文明 岡山県

 15歳～　女子
1 中村　美穂 兵庫県
2 斧谷　陽子 鳥取市
3 沖　　弥生 倉吉市
4 小倉　智子 鳥取市
5 浅井　幸恵 鳥取市
6 道満　智子 岡山県

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

一　般　男　子
1 山端　良尚 兵庫県
2 田野　昌輝 兵庫県
3 田中　賢一 島根県
4 堀米　　恵 岡山県
5 仲西　　宏 島根県
6 広瀬　秀樹 兵庫県

一　般　女　子
1 山口みゆき 兵庫県
2 岩本　美紀 鳥取市
3 小阪田美幸 岡山県
4 中尾　有希 鳥取市
5 長田　保子 湯梨浜町
6 堀米　京子 岡山県

今井　正人選手

酒井　拓弥選手

森下　広一 　監督

トヨタ自動車九州　陸上競技部監督

■旧船岡町大江出身

■平成４年の「バルセロナオリンピック男子マラソ

ンの銀メダリスト」

■平成4年に「船岡町名誉町民」

■平成11年から「トヨタ自動車九州陸上競技部監

督」

■平成22年から「八頭町親善大使」

4◆YAZU
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第６回　森下広一杯　八頭町　マラソン大会　各部門入賞者

5◆YAZU2011.11

３
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

小学生　男子 小学生　女子
1 森田　　光 鳥取市 1 河津みらい 兵庫県
2 小倉　大貴 鳥取市 2 江原　萌絵 鳥取市
3 中山　魁仁 八頭町 3 入江ちはゆ 八頭町
4 高橋　　誠 八頭町 4 大久保香穂 八頭町
5 西川　雄健 兵庫県 5 山田貴久美 岡山県
6 尾崎　凌玖 八頭町 6 岸田　清楓 八頭町

中学生～69歳　男子 中学生～69歳　女子
1 岸本　直樹 八頭町 1 加藤　紗織 八頭町
2 山根　大輝 若桜町 2 富士原弥里 八頭町
3 矢野　明弘 兵庫県 3 吉岡　陽菜 鳥取市
4 竹本　敦仁 若桜町 4 橋尾理沙子 八頭町
5 保木本航介 八頭町 5 坂本　奈未 八頭町
6 中尾　直也 若桜町 6 岸本　夏樹 鳥取市

70歳～　男女
1 尾野　　健 香川県
2 鎌田　武志 鳥取市
3 山根　　孝 若桜町
4 北浦　暸一 大阪府
5 窪田　一正 八頭町
6 吉田　武雄 島根県

５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

中学生～39歳　男子 60歳～　男子
1 浅見　義之 智頭町 1 小林　　博 兵庫県
2 川崎　凌汰 八頭町 2 徳松　公明 鳥取市
3 木下眞太郎 八頭町 3 黒岩　秋夫 兵庫県
4 竹内　　開 八頭町 4 明石　　孝 鳥取市
5 山﨑　一樹 八頭町 5 池野順一郎 岡山県
6 下石　智也 八頭町 6 有馬　雅文 香川県

40歳～49歳　男子 中学生～39歳　女子
1 菱川　博人 岡山県 1 中村　史奈 八頭町
2 原田　康行 兵庫県 2 坂本　尚子 八頭町
3 橋本　直敏 岡山県 3 山下万里奈 八頭町
4 木下　　誠 大阪府 4 瀧田　　優 八頭町
5 向井　　茂 千葉県 5 秋山　汐織 八頭町
6 石破　　徹 八頭町 6 定久　美樹 鳥取市

50歳～59歳　男子 40歳～　女子
1 山本　正則 兵庫県 1 市村　一葉 香川県
2 住田　義明 岡山県 2 榎本　美和 兵庫県
3 山本　泰典 京都府 3 中谷　悦子 鳥取市
4 古田　二郎 鳥取市 4 長恒　京子 岡山県
5 林　　　亨 京都府 5 岡本　里子 鳥取市
6 藤田　好弘 八頭町 6 近江　美穂 鳥取市
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平成22年度　決算の概要
～安全安心なまちづくりの基盤を整備～

一般会計歳入歳出決算

事　　　　業 決　算　額
地域活性化・経済危機対策事業 １億3,966万円
地域活性化・きめ細かな対策事業 ２億3,470万円
情報通信基盤整備事業 20億5,653万円
移動通信鉄塔整備事業 １億0,431万円
町営バス事業 3,595万円
若桜鉄道対策事業 １億2,088万円
国民健康保険特別会計繰出金 １億6,409万円
障がい者自立支援事業 ２億5,868万円
介護保険特別会計繰出金 ２億7,435万円
介護基盤緊急整備事業 １億5,055万円
特別医療対策事業 9,169万円
後期高齢者医療費 ２億3,676万円
子ども手当給付事業 ３億0,193万円
保育所費（人件費含） ８億1,965万円
予防接種事業 4,021万円

一般会計の主な事業と決算額
事　　　　業 決　算　額

ごみ処理事業 ２億8,503万円
中山間直接支払交付金事業 3,869万円
チャレンジプラン支援事業 2,272万円
農業農村整備事業 2,010万円
農業集落排水特別会計繰出金 ６億2,127万円
地籍調査事業 6,612万円
野生鳥獣被害防止事業 2,068万円
緑の産業再生プロジェクト事業 ２億0,031万円
竹林整備事業 2,959万円
町道改良事業 1,749万円
公共下水道特別会計繰出金 ２億9,722万円
東部広域行政管理組合消防費負担金 ２億6,493万円
小・中学校少人数学級等実施事業 7,487万円
学校耐震補強事業 ４億1,806万円
人権教育推進事業 2,126万円

　平成22年度の決算について､八頭町財政状況の公表に関する条例第2条の規定に基
づき公表します。
　光ケーブル網を全町に敷設し、情報通信の基盤整備、格差是正を行うとともに、学
校施設、八東庁舎の耐震化工事を行うなど、安全安心なまちづくりの実現に取り組み
ました。
　決算は､町の家計簿で､まちづくりの記録でもあります。平成22年度の決算の概要を
お知らせし、町の財政状況をご理解いただくとともに、今後の行財政運営に一層のご
協力をお願いします。

平成22年度　決算の概要
～安全安心なまちづくりの基盤を整備～

平成22年度　決算の概要
～安全安心なまちづくりの基盤を整備～
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平成22年度　決算の概要
～安全安心なまちづくりの基盤を整備～

特別会計決算 普通会計性質別経費の状況
特別会計名 歳入総額 歳出総額 差引額

国民健康
保　　 険 20億1,730万円 18億8,149万円 1億3,581万円

簡易水道 3億5,178万円 3億3,755万円 1,423万円

住宅資金 8,918万円 8,659万円 259万円

老人保健 47万円 47万円 0万円

公 共 下
水 道 4億4,374万円 4億1,951万円 2,423万円

農業集落
排 水 7億8,948万円 7億6,762万円 2,186万円

介護保険 16億7,557万円 16億7,458万円 99万円

宅地造成 9,741万円 9,705万円 36万円

墓地事業 2,552万円 2,416万円 136万円

後期高齢者
医 療 1億6,540万円 1億6,499万円 41万円

上 私 都
財 産 区 458万円 19万円 439万円

市場、覚王
寺財産区 1万円 0万円 1万円

上津黒、下
津黒財産区 12万円 0万円 12万円

篠 波
財 産 区 2,007万円 4万円 2,003万円

大 江
財 産 区 528万円 70万円 458万円

区　分 決算額 構成比 摘　　　要

人 件 費 21億3,923万円 16.1％ 職員の給与、議員報酬、
各種委員報酬などです

扶 助 費 8億0,272万円 6.0％ 各種法律等により措置さ
れる生活扶助費などです

公 債 費 12億5,431万円 9.5％ 町の借金の返済に要し
た経費です

物 件 費 15億7,671万円 11.9％ 消耗品、光熱水費、事
務機の使用料などです

補助費等 12億7,868万円 9.6％ 各種補助金、負担金な
どです

繰 出 金 17億3,928万円 13.1％ 特別会計へ繰り出した
経費です

投資的経費 35億0,718万円 26.4％ 建設事業や災害復旧に
要した経費です

そ の 他 9億8,554万円 7.4％ 基金積立金、維持補修
費、貸付金などです

計 132億8,365万円 100.0％

不納不損の状況
区　　分 不納欠損額 件　　数

町民税（個人） 240万円 34件
町民税（法人） 16万円 1件
固 定 資 産 税 796万円 67件
軽 自 動 車 税 36万円 32件
国民健康保険税 1,036万円 63件
介 護 保 険 料 65万円 15件
住宅資金償還金 315万円 3件
水 道 使 用 料 91万円 20件
合 　 　 計 2,595万円 235件

◆地方債現在高（町の借金） ◆基金現在高（町の貯金）
一般会計 115億0,932万円
特別会計 115億1,017万円
合　　計 230億1,949万円

一般会計 27億2,188万円
特別会計 ３億3,288万円
合　　計 30億5,476万円

＊町民一人あたり借金(全会計)　約120万円 ＊町民一人あたり貯金(全会計)　 約16万円

実 質 赤 字 比 率
－ 一般会計等の実質赤字の標準財政規模 ( 地方公共団体の標準的な状態で通常収入される税収等経

常的一般財源の規模 ) に対する比率。　八頭町は黒字決算となっていますので、赤字比率が生じ
ていないため「－」の表示となっています。(13.94)

連結実質赤字比率
－ 特別会計を含めた全会計を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率ですが､全会計を含

めた決算が黒字となっていますので､比率は実質赤字比率と同様に「－」の表示となっています。(18.94)

実質公債費比率
12.5 実質的な公債費 ( 借金の返済金 ) の負担の程度をみる指標です。一般会計が負担する公債費に上下

水道事業等の公営企業会計や一部事務組合等の元利償還金に充てる一般会計からの繰出金及び負
担金等を加えた経費の標準財政規模に対する比率です。(25.0)

将 来 負 担 比 率
82.3 一般会計などの地方債 ( 町の借入金 ) の現在高、上下水道事業等の公営企業や一部事務組合等の

地方債償還金に充てる一般会計からの繰入見込額､ 地方公社の負債額、全職員の退職手当支給予
定額など、一般会計等が将来負担すべき実質的な債務の標準財政規模に対する比率です。(350.0)

平成22年度
健全化判断比率

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」により平成22年度決算
に基づく健全化判断比率を算定しました。	 	 	 	
　八頭町の健全化判断比率は、以下のとおりとなっています。		 	
この比率は、小さい数値がよいとされています。

平成22年度　決算の概要
～安全安心なまちづくりの基盤を整備～

平成22年度　決算の概要
～安全安心なまちづくりの基盤を整備～

（単位：％）

普通会計：一般会計、住宅資金会計、墓地会計の合計です。

＊(   )内の数値は､イエローカードとなる早期健全化基準
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消
費
生
活
相
談
シ
リ
ー
ズ
　
④

「
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
期
間
経
過
後
の

　
　
　
　
　
契
約
解
除
」
に
つ
い
て

  

相
　
談
　
事
　
例

　

私
に
は
高
校
３
年
生
の
子
が
お
り
ま

す
。
浪
人
生
の
中
に
混
じ
っ
て
受
験
予

備
校
で
し
っ
か
り
受
験
勉
強
を
さ
せ
よ

う
と
思
い
、
受
験
予
備
校
で
１
年
間
実

施
さ
れ
る
講
座
を
申
し
込
み
年
間
授
業

料
等
も
支
払
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
講
座
が
始
ま
り
、
授
業
を

受
け
た
子
の
感
想
は
「
ど
う
も
自
分
に

は
合
わ
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
の

で
、
他
の
受
験
予
備
校
で
講
座
を
申
し

込
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
今

通
っ
て
い
る
受
験
予
備
校
と
の
受
講
契

約
を
解
約
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
契
約
書
に
は
「
ク
ー
リ
ン

グ
オ
フ
期
間
経
過
後
は
、
契
約
の
解
除

は
認
め
ら
れ
ず
、
お
支
払
い
い
た
だ
い

た
授
業
料
等
は
一
切
返
還
致
し
ま
せ

ん
。」
と
の
記
載
が
あ
り
ま
す
。
講
座
は

ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
な
の
に
、
解
約

で
き
ず
年
間
授
業
料
等
全
額
も
返
っ
て

こ
な
い
の
は
お
か
し
い
と
思
い
ま
す
。

解
約
し
て
既
に
支
払
っ
た
年
間
授
業
料

等
を
返
し
て
も
ら
う
こ
と
は
で
き
な
い

で
し
ょ
う
か
？

  

上
田
雅
稔
弁
護
士
の
ア
ド
バ
イ
ス

　

本
件
の
よ
う
に
受
験
予
備
校
と
の
受
講

契
約
解
約
に
際
し
て
は
、
契
約
の
解
除
を

認
め
ず
支
払
わ
れ
た
お
金
も
一
切
返
金
し

な
い
旨
契
約
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
ケ
ー

ス
が
多
い
た
め
、
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
や

す
い
の
で
す
。

　

ま
ず
、
本
件
に
お
け
る
受
験
予
備
校
と

の
受
講
契
約
は
、
浪
人
生
と
現
役
高
校
生

の
両
方
を
対
象
と
す
る
学
習
指
導
を
内
容

と
す
る
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
契
約
期
間

が
２
カ
月
を
超
え
契
約
金
額
が
５
万
円
を

超
え
る
も
の
で
あ
る
た
め
「
特
定
継
続
的

役
務
提
供
」（
特
定
商
取
引
法
41
条
１
項
）

に
該
当
し
ま
す
。
そ
の
結
果
、消
費
者
は
、

契
約
書
面
（
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
、
提
供
期

間
、
対
価
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
に
関
す
る

事
項
等
を
定
め
た
書
面
）
を
受
領
し
た

日
か
ら
起
算
し
て
８
日
以
内
で
あ
れ
ば
、

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
し
て
支
払
っ
た
授
業
料

等
を
全
額
返
還
し
て
も
ら
う
こ
と
が
可
能

で
す
。

　

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
す
る
と
、
契
約
が

遡
っ
て
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
た

め
、
事
業
者
で
あ
る
受
験
予
備
校
は
損
害

賠
償
や
違
約
金
の
請
求
を
す
る
こ
と
が
で

き
ず
、
し
か
も
既
に
受
講
し
て
い
る
部
分

の
授
業
料
相
当
額
に
つ
い
て
も
こ
れ
を
請

求
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
す
。

　

ま
た
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
期
間
が
経
過

し
て
し
ま
い
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
で
き
な
い

場
合
で
あ
っ
て
も
、
理
由
を
問
わ
ず
将
来

に
向
か
っ
て
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
（
中

途
解
約
権
）
が
で
き
ま
す
（
特
定
商
取
引

法
49
条
１
項
）。

　

そ
し
て
、
中
途
解
約
権
の
行
使
に
よ
り

発
生
す
る
損
害
賠
償
額
の
上
限
は
、
本
件

の
よ
う
に
講
座
開
始
後
で
あ
れ
ば
既
に
受

講
済
の
講
座
対
価
に
契
約
の
解
除
に
よ
っ

て
通
常
生
ず
る
額
を
加
え
た
も
の
に
法
定

利
率
に
よ
る
遅
延
損
害
金
を
加
え
た
額
と

さ
れ
て
い
ま
す
（
特
定
商
取
引
法
49
条
２

項
）。

　

そ
し
て
こ
れ
ら
の
定
め
に
反
す
る
特
約

で
消
費
者
に
不
利
な
も
の
は
無
効
と
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
本
件
に
お
け
る
解
除
を

認
め
ず
支
払
わ
れ
た
お
金
は
一
切
返
金
し

な
い
旨
の
特
約
は
無
効
と
な
り
ま
す
。
し

た
が
っ
て
、
中
途
解
約
権
を
行
使
し
て
、

こ
れ
ら
の
額
を
除
い
た
金
額
に
つ
い
て
は

取
り
戻
す
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、「
特
定
継
続
的
役
務
」
と
は
、

対
象
を
中
高
生
に
限
定
し
て
い
る
た
め
、

浪
人
生
の
み
を
対
象
と
す
る
講
座
は
こ
れ

に
該
当
せ
ず
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
制
度
等

の
適
用
も
あ
り
ま
せ
ん
。
も
っ
と
も
、
消

費
者
と
事
業
者
と
で
は
情
報
力
等
に
お
い

て
格
差
が
あ
り
、
消
費
者
は
事
業
者
が
提

示
し
た
契
約
内
容
で
契
約
を
締
結
せ
ざ
る

を
得
な
い
場
合
が
多
く
、
こ
の
よ
う
な
状

況
で
特
約
の
効
力
を
無
制
限
に
認
め
て
し

ま
う
と
消
費
者
の
利
益
を
一
方
的
に
害
す

る
こ
と
を
容
認
し
て
し
ま
う
こ
と
と
な
り

ま
す
。
そ
こ
で
、
消
費
者
契
約
法
は
、
消

費
者
の
権
利
を
制
限
し
ま
た
は
消
費
者
の

義
務
を
一
方
的
に
加
重
す
る
特
約
で
、
信

義
則
に
反
す
る
程
度
に
消
費
者
の
利
益
を

一
方
的
に
害
す
る
も
の
は
無
効
と
し
ま
し

た
（
消
費
者
契
約
法
10
条
）。

　

本
件
に
お
け
る
受
講
契
約
は
い
わ
ゆ

る
準
委
任
契
約
（
民
法
６
５
１
条
１
項
、

６
５
６
条
）
に
該
当
し
、
民
法
上
い
つ
で

も
将
来
に
向
か
っ
て
解
除
で
き
、
既
に
受

講
し
た
授
業
料
相
当
額
を
除
く
金
額
に
つ

い
て
返
金
し
て
も
ら
う
こ
と
が
可
能
で
あ

る
と
こ
ろ
、
本
件
特
約
は
解
除
が
認
め
ら

れ
ず
支
払
わ
れ
た
お
金
は
一
切
返
金
し
な

い
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
民
法
の
定
め
た

消
費
者
の
利
益
を
信
義
則
に
反
す
る
程
度

に
一
方
的
に
害
す
る
と
い
え
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
本
件
特
約
は
無
効
で
あ
り
、
既

に
受
講
し
た
授
業
料
相
当
額
を
除
い
た
金

額
に
つ
い
て
返
金
し
て
も
ら
う
こ
と
が
可

能
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
役
場
企
画
課
（
☎
76

－

０
２
０
３
）
ま
た
は
、
鳥
取
県
東
部
消

費
生
活
相
談
室
（
☎
０
８
５
７

－

26

－

７
６
０
５
）
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
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９
月
24
日
（
土
）、
郡
家
部
落
主
催
に

よ
る
「
安
藤
祭
り
」
が
、
郡
家
駅
周
辺
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
午
後
２
時
か
ら
、
東
区
、
中
・

北
区
、
西
区
の
子
ど
も
と
大
人
の
踊
り
子

連
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
屋
台
を
に
ぎ
や
か
に

引
き
、
郡
家
部
落
地
内
の
各
所
で
、
鳴
子

や
傘
な
ど
を
手
に
、
各
連
が
工
夫
を
凝
ら

し
た
踊
り
を
披
露
し
な
が
ら
練
り
歩
き
ま

し
た
。

　

午
後
５
時
過
ぎ
に
は
、
３
つ
の
屋
台
が

郡
家
駅
前
に
集
結
し
、
大
勢
の
観
客
が
見

守
る
中
、
一
斉
踊
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

安
藤
祭
り
開
催

中・北区屋台行列

Topic of town

西区屋台行列 東区屋台行列

 

町
内
の
観
光
地
紹
介 

⑭ 
 

町
内
の
観
光
地
紹
介 

⑭ 

◆ 

郡
家
部
落
の
安
藤
祭
り

　
　
　
　
（
弁
財
天
祭
り
）
◆

　
　
　
　
　
　
八
頭
町
観
光
マ
イ
ス
タ
ー

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西
尾

　正
彦

　

古い
に
し
え
び
と

へ
人
の
め
ぐ
み
に
て

　
　

水
利
ゆ
た
か
に
地
味
は
こ
え

　
　
　

山
む
ら
さ
き
に
水
清
き

　
　
　
　

わ
が
住
む
村
の
た
の
し
さ
よ

　

こ
れ
は
旧
育
英
小
学
校
の
校
歌
の
一
節

で
す
。

　

お
お
よ
そ
２
０
０
年
前
の
文
化
・
文
政

期
の
頃
、
郡
家
村
の
あ
た
り
は
水
に
恵

ま
れ
な
い
土
地
で
田
畑
が
少
な
く
、
水
田

の
用
水
不
足
に
悩
ま
さ
れ
、
粟
や
蕎そ

ば麦
、

稗
、
豆
等
の
雑
穀
類
を
常
食
と
し
て
い

た
貧
し
い
村
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
を
見
か
ね
た
郡
家
部
落
在
住
の
豪

農
「
い
に
し
え
び
と
安
藤
伊い

え

も

ん

右
衛
門
翁
」

が
全
私
財
を
な
げ
う
っ
て
大
用
水
路
（
安

藤
井
手
）
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

本
来
、
穴
井
手
工
事
完
成
を
祝
っ
て

「
穴
井
手
祭
り
」
と
か
「
弁
天
祭
り
」
と

呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
安
藤
伊

右
衛
門
翁
の
遺
徳
を
讃
え
る
と
共
に
安
藤

伊
右
衛
門
命
（
イ
エ
モ
ン
ノ
ミ
コ
ト
）
と

し
て
弁
財
天
社
に
合ご

う

し祀
し
「
安
藤
祭
り
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

実
施
日
は
、
旧
暦
八
月
二
十
日
を
祭
り

の
日
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
部
落
の
総
意

に
よ
り
新
暦
九
月
の
最
終
土
曜
日
と
し
、

隔
年
お
き
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

て
格
差
が
あ
り
、
消
費
者
は
事
業
者
が
提

示
し
た
契
約
内
容
で
契
約
を
締
結
せ
ざ
る

を
得
な
い
場
合
が
多
く
、
こ
の
よ
う
な
状

況
で
特
約
の
効
力
を
無
制
限
に
認
め
て
し

ま
う
と
消
費
者
の
利
益
を
一
方
的
に
害
す

る
こ
と
を
容
認
し
て
し
ま
う
こ
と
と
な
り

ま
す
。
そ
こ
で
、
消
費
者
契
約
法
は
、
消

費
者
の
権
利
を
制
限
し
ま
た
は
消
費
者
の

義
務
を
一
方
的
に
加
重
す
る
特
約
で
、
信

義
則
に
反
す
る
程
度
に
消
費
者
の
利
益
を

一
方
的
に
害
す
る
も
の
は
無
効
と
し
ま
し

た
（
消
費
者
契
約
法
10
条
）。

　

本
件
に
お
け
る
受
講
契
約
は
い
わ
ゆ

る
準
委
任
契
約
（
民
法
６
５
１
条
１
項
、

６
５
６
条
）
に
該
当
し
、
民
法
上
い
つ
で

も
将
来
に
向
か
っ
て
解
除
で
き
、
既
に
受

講
し
た
授
業
料
相
当
額
を
除
く
金
額
に
つ

い
て
返
金
し
て
も
ら
う
こ
と
が
可
能
で
あ

る
と
こ
ろ
、
本
件
特
約
は
解
除
が
認
め
ら

れ
ず
支
払
わ
れ
た
お
金
は
一
切
返
金
し
な

い
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
民
法
の
定
め
た

消
費
者
の
利
益
を
信
義
則
に
反
す
る
程
度

に
一
方
的
に
害
す
る
と
い
え
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
本
件
特
約
は
無
効
で
あ
り
、
既

に
受
講
し
た
授
業
料
相
当
額
を
除
い
た
金

額
に
つ
い
て
返
金
し
て
も
ら
う
こ
と
が
可

能
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
役
場
企
画
課
（
☎
76

－

０
２
０
３
）
ま
た
は
、
鳥
取
県
東
部
消

費
生
活
相
談
室
（
☎
０
８
５
７

－

26

－

７
６
０
５
）
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
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Topic of town

「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者

表
彰
」
受
賞

　

林
展
正
さ
ん
（
国
中
）
が
文
部
科
学
大

臣
か
ら
「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
表
彰
」

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
地
域
な
ど
で
ス
ポ
ー
ツ
の
健

全
な
普
及
及
び
発
展
に
貢
献
し
、
地
域
に

お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
顕
著
な
成
果

を
あ
げ
た
ス
ポ
ー
ツ
関
係
者
な
ど
に
贈
ら

れ
る
も
の
で
、
林
さ
ん
は
、
30
年
以
上
前

か
ら
郡
家
西
小
学
校
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
で

児
童
の
育
成
指
導
に
あ
た
り
、
ま
た
、
平

成
５
年
か
ら
東
部
地
区
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

指
導
者
協
議
会
の
代
議
員
と
し
て
活
躍
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

林
さ
ん
は
「
児
童
に
野
球
技
術
の
向
上

と
同
時
に
施
設
や
物
を
大
切
に
す
る
こ

と
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
行
い
、

マ
ナ
ー
、
道
徳
観
、
社
会
貢
献
な
ど
に
つ

い
て
指
導
し
て
い
る
。
元
気
な
う
ち
は
続

け
て
行
き
た
い
。」
と
抱
負
を
語
ら
れ
ま

し
た
。

　
㈲
北
村
き
の
こ
園
は
昭
和
48
年
に
エ
ノ

キ
茸
を
中
心
に
し
た
き
の
こ
の
生
産
販
売

を
目
的
に
設
立
。
大
阪
市
場
を
中
心
に
販

売
し
、
安
定
し
た
生
産
量
・
品
質
と
も
に

高
く
評
価
さ
れ
、
地
元
に
根
付
い
た
企
業

と
し
て
き
の
こ
の
生
産
販
売
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
現
在
主
力
商
品
に
な
っ
て
い

る
エ
リ
ン
ギ
ィ
茸
の
栽
培
に
平
成
９
年
か

ら
着
手
す
る
な
ど
新
し
い
商
品
生
産
に
も

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
船
岡
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た

め
、
地
域
の
農
業
団
体
、
企
業
、
お
よ
び

各
種
団
体
が
連
携
し
地
域
の
活
性
化
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
協
働
活
動
（
ふ
な

お
か
共
生
の
里
づ
く
り
）
に
も
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
し

た
。

表彰状を手にする林さん

「
鳥
取
県
優
秀
経
営
農
林
水
産
業
者
等
表
彰
」
受
賞

北村大司さん

谷尾敏厚さん

　

谷
尾
さ
ん
は
所
有
す
る
山
林
を
整
備
し

つ
つ
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
間
伐
団

地
を
取
り
ま
と
め
、
伐
採
・
搬
出
等
森
林

整
備
の
推
進
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
平
成
６
年
か
ら
椎
茸
栽
培
を

手
が
け
、
県
内
で
は
珍
し
い
多
孔
式
穴
開

機
を
導
入
し
労
力
の
軽
減
を
図
り
、
さ
ら

に
、
ハ
ウ
ス
を
整
備
し
て
良
品
生
産
及
び

生
産
量
増
大
に
務
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
16
年
に
、
有
志
６
名
で
「
カ
ン
ナ

マ
椎
茸
生
産
者
グ
ル
ー
プ
」
を
結
成
。
平

成
19
年
か
ら
会
長
を
務
め
な
が
ら
椎
茸
の

周
年
栽
培
に
力
を
入
れ
、
地
元
学
校
給
食

へ
の
供
給
の
要
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

 　

ま
た
自
伐
出
来
な
い
椎
茸
生
産
者
へ

原
木
を
供
給
す
る
「
原
木
銀
行
」
の
活
動

を
実
施
し
、
地
区
椎
茸
生
産
部
か
ら
頼
ら

れ
て
い
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
に
対
す
る

法
務
大
臣
表
彰
受
賞

　

人
権
擁
護
委
員
の
春
菜
正
崇
さ
ん
（
安

井
宿
）
が
法
務
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

　

春
菜
さ
ん
は
、
平
成
12
年
10
月
１
日
に

法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。
以
来
、
豊
か
な
知
識
と
経
験

に
基
づ
き
積
極
的
に
相
談
事
業
、
啓
発
活

動
な
ど
に
従
事
し
、
平
成
22
年
度
か
ら
は

八
頭
町
人
権
擁
護
委
員
代
表
と
鳥
取
県
人

権
擁
護
委
員
協
議
会
常
務
委
員
を
務
め
る

な
ど
、
こ
れ
ら
の
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も

の
で
す
。

　

春
菜
さ
ん
は「
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

今
後
も
人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高
揚
を
図

る
と
と
も
に
、
人
権
侵
害
に
よ
る
被
害
者

を
救
済
し
、
人
権
を
擁
護
す
る
た
め
、
皆

さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
人
権
問
題
の
解
決

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。」
と
抱
負
を
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

表彰状を手にする春菜さん

　
10
月
14
日
（
金
）
、
鳥
取
県
優
秀
経
営
農
林
水
産
業
者
等
表
彰
式
が
知
事
公
邸
で
開
催
さ
れ
、
北
村

大
司
さ
ん
（
下
野
）
と
谷
尾
敏
厚
さ
ん
（
下
野
）
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

優
秀
経
営
農
林
水
産
業
者
表
彰

農
林
水
産
業
功
労
者
表
彰
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Topic of town

メ
ニ
ユ
ダ
ま
つ
り
開
催

い
な
ば
ス
テ
キ
発
見
隊

～
す
て
き
ス
イ
ッ
チ
ON
！
～

　

「
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
イ
ベ
ン
ト

　

第
6
回
メ
ニ
ユ
ダ
ま
つ
り
」
が
9
月
25

日
（
日
）、
船
岡
保
健
セ
ン
タ
ー
（
愛
称:

メ
ニ
ユ
ダ
）
で
開
催
さ
れ
、
８
０
０
人
を

超
え
る
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
祭
り
は
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
の
幅
広
い
年
齢
の
人
た
ち
と
、
さ
ま

ざ
ま
な
障
が
い
を
持
っ
た
人
た
ち
が
、
お

互
い
を
理
解
し
、
お
互
い
を
認
め
合
う
た

め
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
イ

ベ
ン
ト
と
位
置
付
け
、義
援
金
を
呼
び
か
け
、

バ
ザ
ー
の
売
り
上
げ
金
の
一
部
と
激
励
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
宮
城
県
に
送
り
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
発
表
で
は
、
船
岡
地
域
の
保

育
園
児
か
ら
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
や
船

岡
作
業
所
の
作
業
生
た
ち
に
よ
る
歌
や
踊

り
な
ど
の
披
露
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ガ
イ
ド
活
動
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち

の
自
主
性
、
地
域
を
愛
す
る
心
の
育
成
を

目
的
と
し
た
、
鳥
取
青
年
会
議
所
主
催
に

よ
る
「
い
な
ば
ス
テ
キ
発
見
隊
～
す
て
き

ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｎ
！
～
」
の
発
表
会
が
10
月

10
日
（
月
）、
県
東
部
１
市
４
町
の
観
光

地
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
因
幡
地
域
の
児
童

が
各
地
を
ガ
イ
ド
す
る
と
い
う
試
み
で
、

子
ど
も
た
ち
は
８
月
か
ら
勉
強
会
を
積
み

重
ね
て
準
備
し
て
き
ま
し
た
。

　

八
頭
町
で
は
福
本
の
白
兎
神
社
で
八
頭

町
の
児
童
10
人
が
２
班
に
分
か
れ
て
、
白

兎
神
社
の
由
来
な
ど
に
つ
い
て
、保
護
者
、

来
賓
、
他
地
域
の
子
ど
も
達
に
説
明
し
ま

し
た
。

Ｕ
‐
16
ジ
ュ
ニ
ア
ユ
ー
ス
ホ
ッ
ケ
ー

日
本
代
表
選
手
に
選
出

　

Ｕ
‐
16
ジ
ュ
ニ
ア
ユ
ー
ス
（
日
本
中
学

選
抜
）
ホ
ッ
ケ
ー
日
本
代
表
チ
ー
ム
選
手

を
決
め
る
選
考
会
が
９
月
17
日
（
土
）
～

19
日
（
月
）
の
３
日
間
、
栃
木
県
日
光
市

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
選
考
会
に
中
央
中
学
校
か
ら
３
年

生
の
小
谷
慶
太
君
（
国
中
）
と
木
村
友
美

さ
ん
（
下
峰
寺
）
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
見

事
、
日
本
代
表
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

Ｕ
‐
16
ジ
ュ
ニ
ア
ユ
ー
ス
ホ
ッ
ケ
ー
・

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
遠
征
（
11
月
21
日
～
29

日
）
に
参
加
が
決
ま
っ
た
小
谷
君
と
木
村

さ
ん
は
、
同
遠
征
に
女
子
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ

と
し
て
出
場
す
る
中
央
中
学
校
の
道
端
良

之
監
督
と
、
10
月
13
日
（
木
）
平
木
町
長

を
表
敬
訪
問
し
、
日
本
代
表
に
選
ば
れ
た

報
告
と
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
パ
ー
ス
で

開
催
さ
れ
る
大
会
で
の
「
健
闘
」
を
誓
い

ま
し
た
。

前列左から小谷君、木村さんと
道端監督 ( 後右 )

竹
林
公
園
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
開
通

　

山
陰
地
方
初
と
な
る
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
常
設
の

運
転
コ
ー
ス
が
船
岡
竹
林
公
園
内
に
完
成

し
た
の
を
記
念
し
、
若
桜
線
Ｓ
Ｌ
遺
産
保

存
会
（
山
根
徹
会
長
）
主
催
に
よ
る
「
竹

林
公
園
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
開
通
式
」
が
、
９
月
18

日
（
日
）、
船
岡
竹
林
公
園
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

コ
ー
ス
完
成
を
記
念
し
、
県
内
外
か
ら

多
数
の
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
が
集
結
し
て
行
わ
れ
た

無
料
乗
車
の
運
転
会
に
は
、
多
く
の
親
子

や
鉄
道
マ
ニ
ア
の
皆
さ
ん
が
訪
れ
、
走
行

す
る
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
か
ら
公
園
内
の
景
色
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　

ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
の
通
常
運
転
は
来
年
春
か
ら

で
、
年
間
４
回
程
度
の
定
期
運
行
と
竹
林

公
園
で
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
時
に
臨

時
運
行
さ
れ
る
予
定
で
す
。

ミニＳＬ運転会

児童たちによるステージ発表

白兎神社での発表会
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福
祉
環
境
課
か
ら
の

お
知
ら
せ
問合せ先

－

０
２
０
５

76－

０
０
４
４

72－

１
２
２
０

84

福
祉
環
境
課

船
岡
支
所
住
民
課

八
東
支
所
住
民
課

　

国
民
年
金
保
険
料
は

　
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し
た
全
額

が
所
得
税
・
市
町
村
民
税
の
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
を
社
会
保
険
料
控
除

と
し
て
申
告
す
る
場
合
は
、
毎
年
１
月
１

日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
納
付
（
納

付
見
込
み
を
含
む
）
し
た
国
民
年
金
保
険

料
の
額
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
等
が
必

要
で
す
。

　

社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
は

　
毎
年
11
月
上
旬
に
送
付

　

生
命
保
険
会
社
等
が
発
行
す
る
控
除
証

明
書
と
同
様
に
、
１
年
間
に
納
付
し
た
国

民
年
金
保
険
料
の
額
を
証
明
す
る
「
社
会

保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明

書
」（
ハ
ガ
キ
）
が
日
本
年
金
機
構
か
ら

毎
年
11
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

証
明
内
容
は
、
本
年
１
月
か
ら
９
月
30

日
ま
で
の
間
に
納
付
さ
れ
た
国
民
年
金
保

険
料
額
と
、
年
内
に
納
付
が
見
込
ま
れ
る

場
合
の
納
付
見
込
み
額
で
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
は

　
世
帯
で
連
帯
し
て
納
付

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
被
保
険
者
本
人

だ
け
で
な
く
、
そ
の
世
帯
の
世
帯
主
及
び

配
偶
者
も
連
帯
し
て
納
付
す
る
義
務
が
あ

り
ま
す
。

　

ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し

た
場
合
は
、
そ
の
納
付
額
の
全
額
が
納
付

し
た
方
の
所
得
税
等
の
控
除
対
象
と
な
り

ま
す
の
で
、
年
末
調
整
等
の
手
続
き
の
際

に
ご
自
身
の
社
会
保
険
料
の
額
と
合
算
し

て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
場
合
、
ご
家
族
分
の
「
社
会
保
険

料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」も
、

申
告
す
る
方
の
申
告
書
に
添
付
等
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
鳥
取
社
会
保
険
事
務
所

☎(

０
８
５
７
）
27
―
８
３
１
１
へ
。

 

年
末
調
整
や
確
定
申
告
に
は

 

「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
控
除
証
明
書
」を

保育所名 所　在　地 電話番号 定員
開所時間

受入年齢
平　日 土曜日

中 私 都 保 育 所 下津黒87-5 74－0135 30 7：00～18：00 7：00～11：30 6 か月～
下 私 都 保 育 所 大坪69-1 72－3187 45 7：00～19：00 7：00～11：30 6 か月～
た か ら 保 育 所 門尾31-1 72－0129 70 7：00～19：00 7：00～18：00 6 か月～
郡 家 保 育 所 郡家71-1 72－3123 120 7：00～19：00 7：00～18：00 6 か月～
国 中 保 育 所 石田百井3-2 72－3137 60 7：00～19：00 7：00～11：30 6 か月～
大 御 門 保 育 所 郡家殿282-2 72－3106 45 7：00～18：00 7：00～11：30 6 か月～
船 岡 保 育 所 船岡619 73－0138 90 7：00～19：00 7：00～18：00 6 か月～
隼 保 育 所 見槻中75-1 72－0713 45 7：00～18：00 7：00～11：30 6 か月～
大江へき地保育所 大江30 73－8766 40 8：00～16：00 8：00～11：00 3 歳～
丹 比 保 育 所 北山85-1 84－2360 90 7：00～18：00 7：00～11：30 6 か月～
八 東 保 育 所 岩渕221 84－2323 60 7：00～18：00 7：00～11：30 6 か月～
安 部 保 育 所 安井宿771-1 84－3241 45 7：00～19：00 7：00～18：00 6 か月～

　平成24年４月から保育所に入所を希望される方は、12月1日(木)から14日(水)までにお申し込みください。入所申込
書、入所案内は役場福祉環境課及び各保育所に準備します。
　なお、町外（鳥取市など）の保育所への入所を希望する場合は、役場福祉環境課にご相談ください。
受 付 場 所   八頭町内各保育所　※入所申込書は、第１希望の保育所へ必要書類をそろえて提出してください。
受 付 時 間　午前９時～午後４時（土曜日は午前11時30分まで）
入所の基準等　保護者及び同居の親族（60歳未満の方）が、就労、疾病等により家庭で保育できない状態の児童。
保 育 時 間　平日の保育時間は、午前８時から午後４時（土曜日は午前11時30分）までですが、就労状況等に

応じ、時間外保育、延長保育等もご利用いただけます。詳しくは入所案内をご覧ください。

【問合せ先】　役場福祉環境課　☎76－0205
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表彰を手にする豊口支部長

　

日
本
人
の
平
均
寿
命
は
現
在
男
性
79
歳
、
女
性
86
歳
と
と
て
も
長
生
き

で
す
。
と
こ
ろ
が
、
歯
の
寿
命
は
50
～
60
歳
く
ら
い
で
あ
り
、
40
歳
か
ら

む
し
歯
や
歯
周
病
で
歯
を
失
う
人
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
歯
の
寿
命
を

の
ば
し
、「
い
い
歯
」
で
お
い
し
く
食
事
を
す
る
た
め
に
は
、
毎
日
の
正
し

い
歯
み
が
き
で
お
口
の
清
潔
を
心
掛
け
、
む
し
歯
や
歯
周
病
を
予
防
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　
「
い
い
歯
」
で
よ
く
噛
む
こ
と
は
、
だ
液
（
つ
ば
）
の
分
泌
を
促
し
た
り
、

脳
に
刺
激
を
与
え
た
り
と
、
口
の
中
だ
け
で
な
く
全
身
に

よ
い
影
響
が
あ
り
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
「
い
い
歯
」
で
長
生
き
で
き
る
よ
う
、

次
の
ポ
イ
ン
ト
を
守
り
、
お
口
の
健
康
に
気
を
つ
け
ま
し

ょ
う
。

11月８日 は 「いい歯の日」
いい 歯

栄
養
関
係
功
労
者
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受
賞

栄
養
関
係
功
労
者
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受
賞

　
　
　
　
　
　
八
頭
町
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会
船
岡
支
部

　

八
頭
町
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会
船

岡
支
部
（
豊
口
富
江
支
部
長
）
が
、
10
月
14

日
に
北
海
道
旭
川
市
で
開
催
さ
れ
た
全
国

食
生
活
改
善
大
会
で
「
栄
養
関
係
功
労
者

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
」
を
受
け
ま
し
た
。

　

船
岡
支
部
は
、
昭
和
51
年
の
協
議
会
発

足
以
来
35
年
間
、
地
域
の
食
育
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
し
て
、
「
う
す
味
」
の
普
及
活
動

な
ど
の
生
活
習
慣
病
予
防
、
子
ど
も
の
食

育
、
高
齢
者
の
低
栄
養
予
防
の
た
め
の
食

生
活
改
善
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

障害者等医療費　　　　
　　　　助成制度を拡充
　八頭町では、身体、知的および精神障がい
者（児）の健康の保持・生活の安定を図るた
め、医療費の助成を行っています。
　この度、特別医療受給者もこの助成制度を
利用できるようになりました。特別医療受給
者については、平成23年４月診療分から助成
の対象となります。

受　給
資格者

身体障害者手帳１級～５級、療育
手帳、精神障害者保健福祉手帳1・
2級をお持ちのかた。（戦傷病者手
帳をお持ちのかた、生活保護を受
けているかたは対象外です）

申請の
方 法

病院・薬局等で発行された領収書（レ
シートは不可）、保険証、各種手帳、印
鑑をお持ちのうえ、各保健センターで
申請してください。
※高額療養費等を確認した後、支給額

を決定しますので、給付まで３～４
か月程度かかります。

助 成
割合等

世帯の所得状況、お持ちの手帳の級
等に応じて自己負担・助成割合等が異
なりますので、詳細については各保健
センターにお問い合わせください。
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医療機関検診（個別検診）
　八頭町では、東部圏域の契約医療機関（各保健センターにお問い合わせください）での個別検診を
実施しています。受診を希望される方は12月20日（火）までに各保健センター窓口に「平成23年度総
合検診受診票（黄色）」を持参し、直接（電話は不可）お申し込みください。定員になり次第、受け
付けを終了します。検診期間は翌年２月末までになります。

11/20
（日）   12/18

（日）   総合検診を休日に行います。
平日に受診できない方は、この機会をぜひご利用ください。

　検 診 日　　11月20日（日）・12月18日（日）

　受付時間　　８：30～10：00
　会　　場　　郡家保健センター

　検診内容　　胃がん、結核・肺がん、大腸がん、子宮がん、乳がん（※）、肝炎ウイルス検査、

　　　　　　骨粗しょう症検診、特定健康診査、後期高齢者健康診査

　持 参 品 　①受診希望の受診票

　　　　　　　◇総合検診（がん検診・肝炎ウイルス検査）受診票

　　　　　　　◇特定健康診査（後期高齢者健康診査）受診券

　　　　　　　◇がん推進事業「無料クーポン券（子宮がん・乳がん・大腸がん）」

　　　　　　　◇肝炎ウィルス検査受診券

　　　　　　②保険証

　検 診 料 　無料（ただし、特定健康診査（八頭町国民健康保険加入者以外）は、受診券に記載され

ている「一部負担金」が必要です）

※乳がん検診は予約制です。受診を希望される日までに、必ず各保健センターへお申込ください。

※詳しくは各家庭に配布しています「総合検診日程表」をご覧になるか、各保健センターへお問

い合わせください。

種　　類 対　象　者
（平成24年３月31日現在） 自己負担金 定員 内　　　容　

胃がん検診 40歳以上の男・女 2,000円 300人 胃カメラ検査または胃バリウム検査

子 宮 が ん
検 　 　 診 20歳以上の女性 頸部　1,500円

体部　  ,500円 100人
頸部がん検査または頸部・体部がん検査
＊体部がん検査は医師が必要と判断された

方のみ。
＊子宮を全摘出されている方は、対象外。

乳がん検診
40歳以上で偶数年齢の女性
＊前年度対象の未受診 者

で、今年度受診を希望さ
れる方

1,300円 100人

視触診とマンモグラフィー検査
＊視触診のみの検査は実施しません。
＊妊娠中、妊娠の可能性のある方、豊胸術

等や心臓ペースメーカー装着者は、原則
対象外。

※留意事項	 	 	 	 	 	 	
　・個別検診と同じ種類の検診は、集団検診・人間ドックと重ねて受診はできません。
　・がん検診推進事業の子宮がん検診・乳がん検診の無料クーポン券をお持ちの方は、個別検診の申し込み

はできません。	 	 	 	 	 	 	
　・自己負担金について、生活保護世帯・町民税非課税世帯の方は無料です。

病気の早期発見と予防のためにも、年１回は検診を受けましょう

医療機関検診（個別検診）
　　　受付は12月20日（火）まで
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日 曜日 内　　容 時　　間 場　　所 対　　象
1 火 ６ か 月 児 健 診 受付　     12：45 ～ 13：00 郡 家 保 健 セ ン タ ー Ｈ 23.3.19 ～Ｈ 23.4.19 生まれ
2 水 総 合 検 診 受付         08：30 ～ 10：00 大御門体育センター 検診案内のチラシをご覧ください

7 月
検 診 結 果 相 談 会 受付　     13：30 ～ 13：50 中私都改善センター 10/12　健康診査受診者
一 般 健 康 相 談 9：30 ～ 10：30 八 東 保 健 セ ン タ ー 一般

8 火 ゆ る や か 体 操 教 室 14：00 ～ 15：00 八 東 保 健 セ ン タ ー 一般
9 水 巡 回 検 診 9：00 ～ 15：45 上私都・中私都地域 検診案内のチラシをご覧ください

10 木
２ 歳 児 歯 科 健 診 受付　     12：40 ～ 12：55 郡 家 保 健 セ ン タ ー Ｈ21.7.6 ～Ｈ21.8.15生まれ
水 中 運 動 教 室 10：45 ～ 11：30 八 東 保 健 セ ン タ ー 一般

11 金
巡 回 検 診 9：10 ～ 15：40 下 私 都・ 郡 家 地 域 検診案内のチラシをご覧ください
育 児 相 談 13：30 ～ 15：30 郡 家 保 健 セ ン タ ー 乳幼児

14 月
一 般 健 康 相 談 9：30 ～ 10：30 郡 家 保 健 セ ン タ ー 一般
こ こ ろ の 健 康 相 談 9：30 ～ 10：30 郡 家 保 健 セ ン タ ー 一般

15 火 ゆ る や か 体 操 教 室 10：45 ～ 11：45 船 岡 保 健 セ ン タ ー 一般

16 水
さ わ や か 体 操 教 室 10：45 ～ 11：45 郡 家 保 健 セ ン タ ー 一般
検 診 結 果 相 談 会 受付　     13：30 ～ 13：50 下私都改善センター 10/25　健康診査受診者

17 木
５ 歳 児 健 診 12：50 ～ 13：50 郡 家 保 健 セ ン タ ー Ｈ18.11.4 ～Ｈ18.12.23 生まれ
水 中 運 動 教 室 10：45 ～ 11：30 八 東 保 健 セ ン タ ー 一般

18 金 総 合 検 診 受付   　　8：30 ～ 10：00 国 中 改 善 セ ン タ ー 検診案内のチラシをご覧ください
20 日 休 日 総 合 検 診 受付       　8：30 ～ 10：00 郡 家 保 健 セ ン タ ー 検診案内のチラシをご覧ください
21 月 巡 回 検 診 9：00 ～ 15：35 国中・大御門・郡家地域 検診案内のチラシをご覧ください

22 火
ゆ る や か 体 操 教 室 10：45 ～ 11：45 郡 家 保 健 セ ン タ ー 一般
検 診 結 果 相 談 会 受付　 　13：30 ～ 13：50 郡 家 保 健 セ ン タ ー 10/28・31　健康診査受診者

24 木 水 中 運 動 教 室 10：45 ～ 11：30 八 東 保 健 セ ン タ ー 一般

28 月
一 般 健 康 相 談 9：30 ～ 10：30 船 岡 保 健 セ ン タ ー 一般
健 康 講 座 14：00 ～ 15：00 船 岡 保 健 セ ン タ ー 一般

29 火
総 合 検 診 受付　   　8：30 ～ 10：00 郡 家 保 健 セ ン タ ー 受けていない方
ポ リ オ 予 防 接 種 受付     　13：15 ～ 13：30 郡 家 保 健 セ ン タ ー 乳幼児

30 水 幼 児 食 講 習 会 受付　     10：00 ～ 10：15 郡 家 保 健 セ ン タ ー Ｈ22.8.3 ～Ｈ22.11.3生まれ
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郡
家
隣
保
館

　

10
月
18
日
、
郡
家
東
小
学
校

３
年
生
45
名
が
、
隣
保
館
で
人

権
学
習
を
行
い
ま
し
た
。
隣
保

館
の
目
的
や
人
権
に
関
す
る
質

問
を
グ
ル
ー
プ
別
に
行
い
、
職

員
一
人
ひ
と
り
が
丁
寧
に
答
え

ま
し
た
。

　

宮
田
館
長
の
話
の
後
、
土
師

百
井
二
児
童
館
を
利
用
し
な

が
ら
、
見
学
研
修
も
行
い
ま
し

た
。

　

隣
保
館
は
、
福
祉
と
人
権
の

ま
ち
づ
く
り
の
中
心
施
設
と
し

て
、
町
民
が
健
康
で
幸
せ
に
暮

ら
し
て
い
け
る
よ
う
に
職
員
全

員
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
を
子
ど

も
達
に
話
を
し
ま
し
た
。

職員に質問する児童たち

　

10
月
９
日
、
郡
家
地
域
高
校

大
学
保
護
者
の
会
が
鳥
取
市
西

人
権
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
周
辺
の

現
地
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

講
師
の
西
川
照
夫
さ
ん
は
、

｢

支
配
者
が
意
図
的
に
作
り
上

げ
て
き
た
部
落
差
別
に
対
す
る

怒
り
と
と
も
に
、
差
別
さ
れ
て

き
た
地
区
の
人
達
は
、
人
間
と

し
て
の
誇
り
を
持
ち
、
心
の
温

か
さ
や
優
し
さ
、
解
放
へ
の
熱

い
願
い
を
持
っ
て
が
ん
ば
っ
て

き
ま
し
た
。
隣
保
館
は
、
地
域

住
民
に
お
け
る
人
権
文
化
セ
ン

タ
ー
と
し
て
活
動
を
一
層
充
実

さ
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

現地研修の様子



講師の入江さん

伝
統
文
化
の
伝
承

伝
統
文
化
の
伝
承

船
岡
文
化
セ
ン
タ
ー

　

船
岡
小
学
校
の
地
区
進
出
学

習
会
で
は
、
１
～
３
年
生
、
４

～
６
年
生
に
分
か
れ
て
地
域
の

調
べ
学
習
も
行
っ
て
い
ま
す
。

調
べ
た
こ
と
を
文
化
セ
ン
タ
ー

で
発
表
し
て
く
れ
ま
す
。
４
年

生
以
上
の
児
童
、
教
職
員
、
保

護
者
等
の
前
な
の
で
緊
張
す
る

と
思
い
ま
す
が
、
毎
年
堂
々
と

発
表
し
て
く
れ
ま
す
。
今
年
は

ど
ん
な
こ
と
を
調
べ
て
発
表
し

て
く
れ
る
の
か
楽
し
み
に
し
て

い
ま
し
た
。

　

い
よ
い
よ
発
表
の
日
が
き
ま

し
た
。
１
～
３
年
生
は
「
新
庄

の
納
涼
祭
と
下
船
岡
神
社
の
み

ゆ
き
さ
い
」４
～
６
年
生
は「
傘

踊
り
in
新
庄
」
で
し
た
。

　

「
納
涼
祭
」
は
み
こ
し
、
花

火
、

傘

踊

り
、

た

い

こ
、

タ

オ

ル
の
踊
り
、

ゲ

ー

ム
、

屋
台
な
ど
を
行
っ
て
い
る
こ
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

「
下
船
岡
神
社
の
み
ゆ
き
さ

　

最
後
の

ま

と

め

で
「
み
ん

な
で
協
力

し
て
行
っ

た
。
模
造

紙
に
ま
と
め
る
の
を
工
夫
し

た
。
知
ら
な
い
こ
と
が
多
か
っ

た
の
で
地
域
の
人
の
思
い
を

も
っ
と
知
り
、
地
域
の
伝
統
文

化
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
。」

と
発
表
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

船
岡
地
域
に
は
「
大
江
の
手

踊
り
」、｢

新
庄
、
水
口
、
西

谷
の
傘
踊
り｣

、「
水
口
の
人

形
浄
瑠
璃
」
な
ど
数
々
の
伝
統

芸
能
が
あ
り
ま
す
。
小
学
生
の

頃
か
ら
興
味
を
持
ち
、
で
き
れ

ば
一
緒
に
踊
り
、
地
域
の
伝
統

文
化
を
守
っ
て
行
く
よ
う
に
し

て
い
く
工
夫
が
必
要
だ
と
思
い

ま
す
。

　

１
～
３
年
生
が
発
表
の
納
涼

祭
等
は
各
地
域
で
行
わ
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

い
ろ
い
ろ
な
行
事
に
参
加
し
、

み
ん
な
で
地
域
を
盛
り
上
げ
、

活
性
化
を
図
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

八
東
隣
保
館第

１
回
人
権
塾
の
開
催

第
１
回
人
権
塾
の
開
催

　

10
月
６
日
（
木
）
に
第
１
回

人
権
塾
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
前
わ
か
さ
生
涯
学
習

情
報
館
長
の
入
江
宜
明
さ
ん
を

お
招
き
し「
根
安
村
鹿
皮
騒
動
」

に
つ
い
て
講
演
を
し
て
頂
き
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
県
立
博
物
館
か
ら

取
り
寄
せ
た
資
料
で
、
若
桜
町

根
安
で
あ
っ
た
出
来
事
で
す
。

　

文
化
８
年
１
月
23
日
（
西
暦

１
８
１
１
年
２
月
16
日
）
今
か

ら
ち
ょ
う
ど
２
０
０
年
前
に
若

桜
町
根
安
、
糸
白
見
、
吉
川
で

鹿
を
多
く
捕
獲
し
そ
の
皮
の
売

り
先
を
千
種
と
高
野
の
人
達
が

村
人
を
巻
き
込
ん
で
争
う
事
件

が
起
こ
り
、
鹿
皮
は
奥
山
の
猟

師
に
と
っ
て
は
現
金
収
入
、
牛

馬
の
皮
の
処
理
は
高
野
村
の
場

領
の
権
利
で
あ
る
が
鹿
皮
は
ど

う
か
？
双
方
主
張
が
あ
り
喧
嘩

と
な
り
ま
し
た
。

　

目
付
案
件
と
な
り
、
藩
役
人

が
出
張
し
取
調
べ
、
喧
嘩
両
成

敗
と
言
い
な
が
ら
高
野
村
に
厳

し
い
手
錠
打
ち
、
番
人
付
き
の

処
分
で
あ
り
ま
し
た
。

　

文
献
と
し
て
は
、国
府
年
表
、

在
方
諸
事
控
、
在
方
諸
事
取
捌

帳
、
吉
川
村
古
文
、
御
目
付
日

記
、
家
老
日
記
（
控
帳
）
な
ど

で
す
。

　

13
ペ
ー
ジ
に
及
ぶ
古
文
書
を

読
み
な
が
ら
そ
れ
を
解
読
し
、

説
明
し
て
頂
き
ま
し
た
。始
め
、

聞
き
な
れ
な
い
古
文
書
に
戸
惑

い
が
あ
り
ま
し
た
が
、
時
間
が

経
つ
に
連
れ
て
分
か
り
や
す
く

な
り
ま
し
た
。

　

参
加
し
て
頂
い
た
皆
さ
ん
も

隣
町
、
若
桜
町
の
出
来
事
で
あ

り
、
鹿
皮
騒
動
や
、
喧
嘩
両
成

敗
な
ど
で
興
味
深
く
熱
心
に
傾

聴
さ
れ
て
い
た
の
が
印
象
的
で

し
た
。

い
の
祭
」
は
厳
粛
な
神
事
と
し

て
始
め
ら
れ
、
お
父
さ
ん
方
が

力
を
合
わ
せ
て
神
輿
を
か
つ
ぐ

そ
う
で
す
。
い
ろ
い
ろ
調
べ
る

中
で
ま
つ
り
を
大
切
に
す
る
心

が
芽
生
え
て
き
た
よ
う
で
す
。

　

「
傘
踊
り
in
新
庄
」
は
、
６

年
生
に
ア
ン
ケ
ー
ト
、
踊
っ
て

い
る
方
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
最

後
に
傘
踊
り
を
１
人
の
児
童
が

披
露
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

踊
っ
て
い
る
方
に

　
　
　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

○
踊
る
時
は
い
つ
？

・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
初
盆
・

荒
神
山
の
祭
、
納
涼
祭
な
ど

○
良
か
っ
た
こ
と

・
仲
間
が
で
き
る
。

・
皆
が
喜
ん
で
く
れ
る
。

・
観
客
の
声
援
で
元
気
が
も
ら

え
る
。

○
苦
労
し
た
こ
と

・
仕
事
で
疲
れ
て
帰
っ
た
後
の

練
習
が
つ
ら
い

　
傘
踊
り
の
披
露

　

何
の
因
果
（
い
ん
が
）
で 

貝
殻
（
か
い
が
ら
）
漕
（
こ
）

ぎ
な
ろ
う
た
・
・
・

「
貝
殻
節
」
に
合
わ
せ
て
踊
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

17◆YAZU2011.11
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女
性
教
養
講
座
受
講
生
募
集

八東公民館八東公民館 郡家公民館郡家公民館
⑯

　

10
月
16
日
（
日
）
大
江
地
区
ふ
る
さ
と

ふ
れ
あ
い
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

あ
ま
ご
釣
り
と
あ
ま
ご
の
つ
か
み
取
り

は
そ
ば
で
見
て
い
る
大
人
の
方
が
つ
い
本

気
に
な
り
、
大
き
い
声
援
が
と
ん
で
い
ま

し
た
。
臼
で
付
い
た
餅
入
り
の
善
哉(

ぜ

ん
ざ
い)

。
ま
た
、
油
絵
等
の
作
品
展
も

皆
さ
ん
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

大
江
地
区
公
民
館
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
共
催
で
、

こどもシアター

★
11
月
19
日
（
土
）

　
　

      

10
：
00
～
12
：
00 

◎
一
休
さ
ん
「
大
根
問
答
と
一
日
和
尚
」

◎
借
り
ぐ
ら
し
の
ア
リ
エ
ッ
テ
ィ

　
　

  

み
ん
な
見
に
来
て
ね
。

地
域
の
皆
さ

ん
の
交
流
の

場

と

し

て
、

た
く
さ
ん
の

人
で
に
ぎ
わ

い
楽
し
い
一

日
に
な
り
ま

し
た
。

八頭町３公民館祭開催

「
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
祭
り
」

　
　
　
大
江
地
区
公
民
館

　

女
性
の
趣
味
・
教
養
を
広
げ
て
い
た
だ

く
た
め
、
女
性
教
養
講
座
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
今
回
は
、
お
い
し
い
ピ
ザ
で
す
の
で
、

お
早
め
に
申
し
込
み
下
さ
い
。

 
開
催
回
数 　

第
６
回
目
（
６
回
／
年
）

 

内
　
　
容 　

手
作
り
ピ
ザ
（
20
㎝
２
枚
）

 

時
　
　
間 　

12
月
３
日
（
土
）
13

：

30
～

 

会
　
　
場 　

船
岡
公
民
館　

調
理
室

 

講
　
　
師 　

大
谷　

あ
け
み
さ
ん

 

参
加
費 　

無
料

（
た
だ
し
、
材
料
費
と
し
て
７
０
０
円
程
度

集
金
し
ま
す
。）

 

定
　
　
員 　

10
名
程
度
（
申
込
者
多
数

の
場
合
は
、
先
着
順
。）

 

申
込
期
限 　

11
月
28
日
（
月
）

 

申
込
先 　

船
岡
公
民
館
へ
連
絡
下
さ
い
。

あまご釣りの様子

　美しく生けあがった花を見て、皆の顔が生き生きと
して笑顔になります。
　私達八東公民館いけばなグループは少人数ではあ
りますが、週一度のお花の日を楽しみにしております。
　狭い空間に少量の花で生けることも出来、子ども部
屋にも花があることで心和むと思います。
　公民館祭は、今まで学んできたことを発表する場
であり、あれこれ花材などを考えるのも一つの楽しみ
です。
　毎週木曜日午後３時30分からお稽古しております
ので、気軽に入会して頂ければ、大変嬉しく思います。

　この会では、20数名の会員が囲碁の楽しさを追い
求めて、精いっぱいの活動をしています。
　毎土曜の例会には、半数近くの仲間が集まりま
す。そこでは、会員相互の親睦を深めることと、そ
れぞれの棋力の向上を念頭に置きながら、数時間を
楽しく過ごせるよう配慮しています。
　形にとらわれず、参加者の思いつきを取り入れな
がら遊んでいる感じです。こんな雰囲気を持ち続け
る事が「地域に囲碁文化を広げることになるのかな
あ」などと思いつつ。

「小原流いけばなグループ」 「郡家囲碁同好会」
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こどもシアター

★
11
月
27
日
（
日
）

　
　

      

10
：
00
～
10
：
50 

◎
ハ
ー
ト
キ
ャ
ッ
チ
プ
リ
キ
ュ
ア

　

「
す
ご
い
パ
ワ
ー
で
す
」

◎
ザ
・
ド
ラ
え
も
ん
ズ

　

「
機
関
車
大
爆
走
！
」

　
　
　

み
ん
な
見
に
来
て
ね
。

こどもシアター

シェフからテクニック
を学ぶ生徒

　

八
東
公
民
館
で
、
９
月
か
ら
各
月
１
回

合
計
５
回
開
催
の
《
女
性
のC

o
o
k
in

g

ス
ク
ー
ル
》
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

「
ト
ラ
ッ
ト
リ
ア
・
ラ
・
マ
ー
ノ
」の
オ
ー

ナ
ー
シ
ェ
フ　

渡
邉　

準
一
先
生
を
講
師

に
第
１
回
を
９
月
19
日
・
第
２
回
を
10
月

23
日
に
開
催
し
、
13
名
の
生
徒
が
プ
ロ
の

味
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

第
３
回･

４
回･

５
回
は
、
栄
養
士　

田
中
真
奈
美
先
生
を
講
師
に
、薬
膳
菓
子
・

料
理
に
挑
戦
し
ま
す
。

　

生
徒
は
家
庭
で
も
出
来
る
本
格
的
な
イ

タ
リ
ア
料
理
を
、
現
役
シ
ェ
フ
の
こ
だ
わ

り
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
学
び
な
が
ら
調
理
し
、

試
食
し
ま
し
た
。

女
性
のC

ooking
       

ス
ク
ー
ル
開
催

「
食
の
匠
が
や
っ
て
く
る
！
」

　

マ
ナ
ー
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
ご
家
族

お
そ
ろ
い
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

 

と
　
き 　

11
月
13
日
（
日
）
と
20
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10

：

00
～
午
前
11

：

30

 

と
こ
ろ 　

八
東
公
民
館

 

講
　
師 　

マ
ナ
ー
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

　
　
　
　
　

米
村
み
ゆ
き 

さ
ん

 

内
　
容 　

　

13
日
「
訪
問
と
お
も
て
な
し
の
マ
ナ
ー
」

　

20
日
「
家
庭
に
お
け
る
、し
つ
け
の
極
意
」

　

い
ろ
い
ろ
な
疑
問
に
も
お
答
え
い
た
だ

き
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
大
学

　
　
　
　 

視
察
研
修

　

９
月
15
日
（
木
）
に
、
郡
家
ふ
れ
あ
い

大
学
の
視
察
研
修
で
、山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー

ク
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
ふ
れ
あ
い
大
学
生
59
名
が
参
加

し
、
岩
美
町
牧
谷
の
山
陰
海
岸
学
習
館
で

山
陰
海
岸
に
つ
い
て
学
習
し
た
後
、
兵
庫

県
の
香
住
で
遊
覧
船
に
乗
り
、
実
際
の
海

岸
の
様
子
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

遊
覧
船
で
は
、自
然
の
浸
食
作
用
に
よ
っ

て
出
来
た
岸
壁
・
洞
窟
・
奇
岩
な
ど
の
景

色
が
広
が
り
、
次
々
に
出
て
く
る
不
思
議

な
形
の
岩
を
、
ふ
れ
あ
い
大
学
生
は
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

夏
休
み
児
童
作
品
展
開
催

　

９
月
14
日
（
水
）
か
ら
９
月
29
日
（
木
）

ま
で
夏
休
み
児
童
作
品
展
を
開
催
し
、
郡

家
東
小
学
校
・
西
小
学
校
の
児
童
の
作
品

１
２
２
点
を
展
示
し
ま
し
た
。

　

期
間
中
は
、
小
学
生
・
保
護
者
は
も
ち

ろ
ん
、
た
く
さ
ん
の
方
が
訪
れ
、
個
性
あ

ふ
れ
た
自
由
研
究
や
工
作
を
熱
心
に
鑑
賞

し
て
い
ま
し
た
。

〈
生
き
生
き
暮
ら
し
セ
ミ
ナ
ー
〉

こ
ど
も
に
伝
え
た
い
マ
ナ
ー
講
座

　

親
ガ
ニ
を
使
っ
た
「
カ
ニ
飯
」
の
作
り
方

の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

 

と
　
き 　

12
月
３
日
（
土
）

　
　
　
　　

10

：

00
～
13

：

00
 

と
こ
ろ 　

八
東
公
民
館

 

講
　
師 　

綱
代
港
漁
協
女
性
部
の
皆
さ
ん

 

定
　
員 　

先
着
12
名

 

参
加
費 　

材
料
代
が
必
要
で
す
。

山陰海岸学習館での研修

児童作品展の様子

★
11
月
13
日
（
日
）

　
　

      

10
：
00
～
11
：
55 

劇
場
版
名
探
偵
コ
ナ
ン

「
漆し

っ
こ
く黒

の
追チ

ェ
イ
サ
ー

跡
者
」

〝黒
ず
く
め
の
男
達〟
が
絡
む
事
件

に
コ
ナ
ン
が
挑
み
ま
す
。
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郡家図書館  八頭町宮谷 256-4  ☎（0858）72-6660
船岡図書室  八頭町船岡 539-1  ☎（0858）72-3970
八東図書室  八頭町北山 48-1    ☎（0858）84-6622

http :// l ibrary .town.yazu.tottor i . jp/
携帯電話からの本の検索・予約はこちら ▼

新しく入った本
＊他館所蔵のものはお取り寄せできます。
＊貸出中の場合はご予約ください。
　（インターネットからも予約ができます）

郡家図書館
　１　決断できない日本� ケビン・メア
　２　母のはなし� 群　ようこ
　３　確率捜査官御子柴岳人� 神永　　学
　４　おまえさん　上・下� 宮部みゆき
　５　すぐできる�かんたん立体紙工作� 米村　貴裕
　６　つきよのかっせん� 富安　陽子

船岡図書室
　１　交代寄合伊那衆異聞１５　混沌� 佐伯　泰英
　２　真夜中のパン屋さん� 大沼　紀子
　３　「フクシマ」論� 開沼　　博
　４　ツレがうつになりまして。� 細川　貂々
　５　モナミは世界を終わらせる？� はやみねかおる
　６　はじめての８人制サッカー� 大豆戸フットボールクラブ

八東図書室

11 月のカレンダー
日 月 火 水 木 金 土
　 　 １ ２ ３ ４ ５
６ ７ ８ ９ 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30

休館日　　開館時間　10:00 ～ 18:00

おはなし会　※申込不要・大人も入れます

郡家図書館 船岡図書室 八東図書室

日にち
時　間

11月12日（土）
①10:30 ～
②15:30 ～

11月30日（水）
16:00 ～

11月2日（水）
16:00 ～ 16:30
11月13日（日）
15:00 ～ 15:30
11月30日（水）
16:00 ～ 16:30

くらしと仕事支援講座 vol．5

第２回  再就職支援セミナー
　求職活動中の方を対象に、早期再就職の実現

を支援するセミナーを開催します。

日　時　11月18日（金）10：00～11：30
会　場　郡家公民館　

講　師　安住博幸氏

　　　　（ふるさとハローワーク　キャリアコンサルタント）

内　容　ハローワーク活用法、職務経歴書の書

き方、個別相談会等

定　員　20名

＊託児サービスあり

 お申し込みは各図書館・図書室まで 

（電話・ＦＡＸ・メールでの申し込みも可能です）

読書週間行事の
                    おしらせ

読書週間行事の
                    おしらせ

読書週間行事の
                    おしらせ

受　付　期　間　10/28（金）～ 11/27（日）

プレゼント引換期間　10/28（金）～ 12/11（日）

  10/27（木）から、読書週間が始まります。今

年の標語は「信じよう、本の力」です。今年度の

スタンプラリーは今回が最後です。町内の３館

で行っていますので、ふるってご参加ください。
（詳細は各図書館・図書室におたずねください。）

郡家図書館・船岡図書室
雑誌リサイクル市
　保存年限の過ぎた雑誌をひとり３冊までご

自由にお持ち帰りいただけます。

　期間：10月28日（金）～12月11日（日）

八東図書室
ブックリサイクル
　皆さんからご提供いただいた本を、ひとり５

冊までご自由にお持ち帰りいただけます。

　期間：10月28日（金）～11月27日（日）

読書週間のまき

　１　除染食品のすべて� 八並　一寿
　２　日野原重明　一〇〇歳� 日野原重明
　３　虚像　上・下� 高杉　　良
　４　夜と朝のあいだに� 蓮見　圭一
　５　赤い実はじけた� 名木田恵子
　６　めっけもののサイ� シェル・シルヴァスタイン
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私
た
ち
は
、新
聞
や
テ
レ
ビ
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
か
ら
の
情
報
を
何
の
疑
い
も

な
く
信
じ
て
し
ま
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

確
か
な
情
報
も
あ
り
ま
す
が
、
中
に
は
間

違
っ
た
情
報
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
た
と

え
正
し
い
情
報
で
あ
っ
て
も
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
に
か
か
わ
る
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
そ
れ
を
見
聞
き
し
て
、
興

味
本
位
に
検
索
し
た
り
、
無
責
任
な
う
わ

さ
話
を
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
れ
は
と
き
に
犯
罪
被
害
者
や
そ
の

家
族
な
ど
当
事
者
、
関
係
者
の
気
持
ち
を

考
え
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
な
い

で
く
だ
さ
い
。

　

誰
も
が
あ
る
日
突
然
、
犯
罪
の
被
害
者

に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
、

犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人
権
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

犯
罪
に
は
、
殺
人
・
暴
行
傷
害
・
強

姦か
ん

・
放
火
・
恐
喝
・
窃
盗
の
ほ
か
、
悪
質

な
交
通
事
故
・
虐
待
・
Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス

テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）な
ど
も
あ
り
、

さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

犯
罪
の
種
類
に
よ
り
異
な
り
ま
す
が
、

こ
れ
ら
の
被
害
に
あ
う
と
財
産
を
失
っ
た

り
、
怪
我
を
負
っ
た
り
、
最
悪
の
場
合
は

生
命
を
失
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

こ
う
い
っ
た
直
接
的
な
被
害
（
一
時
的
被

害
）
の
ほ
か
に
、
①
事
件
・
事
故
に
よ
る

精
神
的
シ
ョ
ッ
ク
な
ど
の
心
理
的
苦
痛　

②
怪
我
の
後
遺
症
に
苦
し
む
な
ど
の
身
体

的
苦
痛　

③
財
産
の
損
害
や
怪
我
の
治
療

費
な
ど
の
経
済
的
苦
痛　

④
周
囲
の
無
責

任
な
う
わ
さ
話
に
苦
し
む
な
ど
の
社
会
的

苦
痛　

と
い
っ
た
二
次
的
被
害
に
苦
し
め

ら
れ
ま
す
。

　

中
で
も
、
④
社
会
的
苦
痛
は
、
周
囲
と

の
か
か
わ
り
の
中
で
傷
つ
け
ら
れ
る
も
の

で
あ
り
、
私
た
ち
が
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
問
題
で
す
。

　

し
か
し
、
私
た
ち
は
、
犯
罪
は
身
近
に

は
起
き
な
い
か
ら
自
分
は
関
係
な
い
と

思
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
で
も
、
本
当

に
そ
う
で
し
ょ
う
か
。
例
え
ば
、
テ
レ
ビ

の
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
を
見
て
、「
あ
ん
な
時

間
に
う
ろ
う
ろ
し
て
い
る
か
ら
悪
い
ん

だ
」「
親
の
顔
が
見
て
み
た
い
」
な
ど
と

被
害
者
や
そ
の
家
族
に
責
任
が
あ
る
か
の

よ
う
な
う
わ
さ
話
を
し
た
こ
と
は
な
い
で

す
か
。
そ
れ
が
社
会
的
苦
痛
に
つ
な
が
る

行
為
な
の
で
す
。

　

ま
た
、
周
囲
の
人
に
と
っ
て
は
さ
さ
い

な
一
言
で
あ
っ
た
り
、
善
意
の
つ
も
り
で

言
っ
た
こ
と
で
あ
っ
て
も
、
被
害
者
の
心

情
を
理
解
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
そ
れ

が
二
次
的
被
害
と
な
り
ま
す
。「
も
う
忘

れ
な
さ
い
」「
運
が
悪
か
っ
た
」「
頑
張
っ

て
」
何
気
な
く
言
っ
た
一
言
が
被
害
者
の

回
復
を
遅
ら
せ
、ひ
ど
い
と
き
に
は
一
生
、

被
害
者
を
苦
し
め
続
け
る
こ
と
に
も
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。

　

で
は
、
犯
罪
に
あ
っ
た
人
た
ち
の
苦
し

み
を
少
し
で
も
取
り
除
く
た
め
に
、
私
た

ち
に
は
ど
ん
な
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ

う
か
。

　

傷
つ
き
苦
し
ん
で
い
る
と
き
に
は
、
周

囲
の
人
の
支
え
が
大
き
な
助
け
に
な
り
ま

す
。
日
常
生
活
の
手
助
け
や
付
き
添
い
を

す
る
。
と
き
に
は
そ
っ
と
見
守
る
。
そ
し

て
興
味
本
位
の
う
わ
さ
話
や
検
索
を
し
な

い
。
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
か
も
し
れ
な
い

で
す
が
、
大
事
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

大
切
な
の
は
、
も
し
、
あ
な
た
や
あ
な

た
の
家
族
が
犯
罪
に
あ
っ
た
ら
、
ど
う
な

の
か
と
い
う
こ
と
を
自
分
に
問
い
か
け
る

こ
と
。
そ
し
て
、
情
報
だ
け
で
は
わ
か
ら

な
い
真
実
を
考
え
、想
像
し
て
み
る
こ
と
。

よ
く
相
手
の
気
持
ち
に
な
っ
て
考
え
て
み

て
く
だ
さ
い
と
い
い
ま
す
が
、
実
際
に
考

え
て
み
る
と
、
ま
さ
に
そ
の
こ
と
が
ど
ん

な
に
大
事
で
、
ど
ん
な
に
難
し
い
こ
と
か

わ
か
り
ま
す
。
ど
ん
な
に
想
像
し
て
も
、

当
事
者
の
気
持
ち
は
わ
か
ら
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。で
も
、相
手
の
気
持
ち
に
な
っ

て
考
え
る
こ
と
こ
そ
が
大
切
な
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
被
害
者
だ
け
で
な
く
、
加
害
者

の
家
族
に
つ
い
て
も
配
慮
が
必
要
で
す
。

同
じ
よ
う
に
心
無
い
う
わ
さ
話
な
ど
で
悩

み
苦
し
む
こ
と
か
ら
、
加
害
者
の
家
族
も

あ
る
意
味
、
犯
罪
の
被
害
者
と
い
え
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

誰
も
家
族
を
被
害
者
に
も
加
害
者
に
も

し
た
く
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
家
族
や

大
切
な
人
を
亡
く
し
た
人
、
家
族
が
犯
罪

を
犯
し
て
し
ま
っ
た
人
は
、
自
分
を
責
め

た
り
、
死
ん
で
し
ま
い
た
い
気
持
ち
に
な

る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　

私
た
ち
に
は
幸
せ
に
生
き
て
ゆ
く
権
利

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
権
利
を
守
る
た
め
に

も
、
ま
た
、
相
手
を
、
そ
し
て
自
分
自
身

を
追
い
込
ま
せ
な
い
た
め
に
も
、
一
人
一

人
が
あ
な
た
の
人
権
、
私
の
人
権
を
一
緒

に
考
え
て
守
っ
て
い
き
ま
せ
ん
か
。
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 女性に対する暴力を
           なくしましょう
 女性に対する暴力を
           なくしましょう

平成23年

　11月12日（土）～11月25日（金）

　　は女性に対する暴力をなくす運動期間です。 

　

　八頭町でも６人に１人はDV（家庭内暴力）
を受けているというアンケート結果も出ています。
　配偶者等からの暴力、性犯罪、売買春、セクシュア
ルハラスメント、ストーカー行為や人身取引などの、女
性に対する暴力は、女性の人権を侵害するものであり、
決して許される行為ではあり
ません。
　お互いを尊重しあうこと
で、女性に対する暴力をなく
しましょう。
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町民意識調査のお願い
八頭町では、平成27年を目標に部落差別を

はじめあらゆる差別の解消に取り組んでいます。

今後、さらなる推進に向けての基礎資料に

するため「八頭町人権・同和問題に関する町

民意識調査」を11月に郵送で実施します。

対象は、20歳以上の町民の皆様から無作為

に抽出させていただいた2,500人の方です。

調査のお願いが届いた方は、この調査の趣

旨をご理解していただき、ご協力いただきま

すようお願いいたします。

問い合わせ先 人権推進課 緯72－3976

*OGPSNBUJPO
平成24年度

八頭町臨時職員等の募集
平成24年度八頭町臨時職員等採用資格試

験を次のとおり実施します。

【職種及び採用予定人数・受験資格】

受験資格欄の｢＊｣は、資格を有するか、平

成24年3月末までに取得見込みのある者

【試 験】

【合格及び採用】
合格者は、八頭町の臨時職員等採用候補者

名簿に登載され、欠員があった場合、そのう

ちから採用者が決定されます。したがって、

合格者すべてが採用されるとは限りません。

なお、採用候補者名簿の有効期間は、原則

として１年間です。

【申込用紙の請求】
募集要項・申込用紙は、八頭町ホームペー

ジからダウンロードされるか、総務課又は各

支所住民課窓口で受領してください。

【申込期限】
平成23年11月25日（金）〔必着〕

【申込書提出先】

〒680-0493 八頭郡八頭町郡家493番地

八頭町役場 総務課

【お問い合わせ先】
八頭町役場総務課 緯76－0201

八頭町ＨP http://www.town.yazu.tottori.jp/

住宅用火災警報器
設置済みシールの交付

住宅用火災警報器は、平成23年6月1日か

ら、すべての住宅において設置が義務付けら

れました。

東部消防局では、すでに設置が済んでいる

世帯等に、設置済みシールを貼っていただ

き、地域の一層の安心・安全の輪を広げるこ

とに貢献いたしたいと思っています。

シールの効果としては、未設置の方への普

及啓発を促し、また、悪徳訪問業者の未然防

止などがあります。

シールをご希望の方は、八頭消防署（緯85

－1211）または若桜出張所（緯82－1611）へ

ご連絡ください。職員が住居地、設置場所等の

簡単な確認を行ったうえでお渡しします。

また、貼付場所については、悪徳な訪問販

売を防止する観点から玄関等の目立つ場所

に貼付をお願いします。

詳しくは、東部消防局予防課（緯0857－23

－2460）へお問い合わせください。

受験資格採用予定人数職 種

＊10名程度保育士

０5名程度調理師（員）

＊若干名看護師

＊若干名介護支援専門員

若干名学校用務員

＊０7名程度図書館司書

若干名事務補助員

平成23年１2月18日(日)受付8時30分～日時

八頭町船岡公民館(八頭町船岡539番地1)会場

作文試験(50分間)・口述試験(集団面接試験)内容
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11月は「児童虐待防止推進月間」
児童虐待防止法が施行された11月を「児童

虐待防止推進月間」と定め、児童虐待問題に

対する活動を行います。

児童虐待に関する相談対応件数は依然とし

て増加しており、子どもの生命が奪われるな

ど重大な事件も後を絶ちません。

児童虐待問題は社会全体で早急に解決すべ

き重要な課題となっており、虐待の発生予

防、早期発見・早期対応から虐待を受けた子

どもの自立に至るまでの切れ目のない総合的

な支援が必要です。

子どもの虐待防止ネットワーク鳥取（CAPTA）
キャプタ

0857－21－4111（24時間対応）
育児や子育てに悩んだ時、虐待を受けたと

思われる子どもを見つけた時などは、ためら

わずに子どもの虐待防止ネットワーク鳥取

（CAPTA）緯0857－21－4111（24時間つ

ながります）にダイヤルしてください。

指名手配被疑者の
検挙に御協力を！

平成23年8月末現在、全国の警察から指名

手配されている者は、警察庁指定特別手配被

疑者として地下鉄サリン事件などで特別手配

しているオウム真理教関係被疑者3人を始め

として、約970人います。

これらの被疑者は、殺人、強盗等の凶悪事

件、暴行、傷害等の粗暴事件、窃盗事件、詐

欺、横領等の知能犯事件などに関して手配さ

れており、再び犯行を行うおそれがありま

す。

警察では、特に重大な犯罪の被疑者を選定

した上で、11月中に全国警察の総力を挙げて

追跡捜査を行うこととし、これら被疑者の早

期検挙に取り組んでいるところです。

この指名手配被疑者の発見に向けた捜査活

動には、皆さんの御協力がぜひとも必要で

す。

指名手配被疑者によく似た人を見掛けたと

いった情報など、どんな僅かなことでも結構

ですので、郡家警察署緯72－0110に通報し

ていただきますようお願いします。

鳥取県勤労者美術展の作品募集
鳥取県勤労者美術展（入場無料）が12月11

日（日）から18日（日）まで境港市竹内団地に

ある鳥取県立夢みなとタワーで開催されます。

この美術展の出品作品を次により募集（出品

無料）します。多数の応募をお願いします。

対 象
県内在住又は県内にお勤めの勤労者の方及

び退職者、家族

部 門
写真・洋画・日本画・書道

（わたしの熱中作品展も同時募集）

出品点数
１部門につき２点以内。

写真は単２点以内又は組１点のいずれか

（未発表作品に限る）
識 竺鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫

受付期限
11月30日（水）

※持参の場合は、土日祝を除く。

詳しくは、(財)鳥取県労働者福祉協議会

緯(0857)27－4188に連絡いただくか、ホー

ムページhttp://tottori.rofuku.net/をご覧く

ださい。

第９回とりアート（鳥取県総合芸術文化祭）
東部地区イベント 因幡にぎや街道2011

～アートはじける、ハートつながる！～

「因幡にぎや街道2011」では、「アートはじ

ける、ハートつながる！」をテーマに、アー

トとハートで会場いっぱい装飾し、多彩なイ

ベントを繰り広げます。

コンサート、ダンス、朗読、伝統芸能など

のステージイベントから、針金アート、砂像

作り、着物体験などのワークショップ（一部

有料のイベントあり）など、お子様から大人

まで楽しめる２日間です。

フードコーナーにはカラフルな移動販売車

も来場し、芸術の秋、食欲の秋ともにお楽し

みいただけます。

日 時 11月12日（土）10：50～20：50

13日（日）11：00～17：15

会 場 とりぎん文化会館
詳しくは、鳥取県総合芸術文化祭東部地区

企画運営委員会（緯0857－21－8700）へ。
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「クリスマス直前カップリング
パーティー」参加者募集！

クリスマスイヴを一緒に過ごす素敵なお相

手をみつけませんか！

と き 12月17日（土）受付16：00～

開会16：30～閉会20：00

ところ ホープスターとっとり

(鳥取市永楽温泉町556)

内 容
自己紹介、マジック体験、夕食会ほか

募集対象
東部地域在住の25歳以上45歳以下の独身

男女各20名（応募多数の場合は、抽選。）

個人負担 3,000円

申込方法 ①氏名②年齢③性別④郵便番号

⑤住所⑥電話番号を明記のうえ、はがき、

FAXまたはE-mailにてお申込ください。

※個人情報は、本事業以外で使用することは

ありません。

応募締切 11月28日(月)必着
申込・問合せ先
〒680‐0052 鳥取市鍛冶町18－2

東部広域行政管理組合事務局 総務課企画係

緯（0857）20－0293 FAX（0857）29－2759

E-mail：party@east.tottori.tottori.jp

※詳細につきましては、組合ホームページ

「麒麟の王国」（http://www.east.tottori.tottori.jp）

をご覧ください。

陸上自衛隊高等工科学校
生徒採用試験のお知らせ

リファーレンいなば
エコフェスタin2011

みんなでエコライフを楽しもう！

と き 11月６日(日) 10時～15時

ところ リファーレンいなば（伏野）

*OGPSNBUJPO

詳しくは、リファーレンいなばホームページ

http://www.rifaren.or.jpをご覧ください。

問い合わせ リファーレンいなば

緯0857－59－6026

◆陸上自衛隊高等工科学校生徒の概要
将来陸上自衛隊において、高機能化・シス

テム化された装備品を駆使・運用するととも

に、国際社会においても自信を持って対応で

きる自衛官となる者を養成するために、中学

校卒業者等を対象に採用する制度で､手当の

支給を受けながら高等学校教育等を受け､課

程修了時には、高等学校の卒業資格を取得で

きます。

◆生徒の待遇
身 分 特別職国家公務員(生徒)

＊自衛官ではありません。

手 当 生徒手当 94,900円

期末手当 年２回（６月・12月）

衣 食 住 全員が駐屯地で生活し、宿舎は無料。

食事･制服類･寝具は支給または貸与。

休 日 等 週休2日制、祝日、年末年始休暇等

◆採用試験の概要
＜推 薦＞

受 付
平成23年11月１日（火）～12月16日(金)

試 験
平成24年１月７日（土）～１月９日(月)の指

定する１日

試 験 場
陸上自衛隊高等工科学校（神奈川県横須賀市）

＜一 般＞

受 付
平成23年11月1日(火)～平成24年１月６日(金)

１次試験 平成24年１月14日(土)

試 験 場
鳥取市内（駅南：新日本海新聞社）

※応募資格
平成７年４月２日～平成９年４月１日の間

に生まれた男子

◆問い合わせ先
自衛隊鳥取募集案内所

鳥取市永楽温泉町152

（日通ビル１Ｆ）

緯0857－26－4019
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鳥取県最低賃金が改正されました
平成23年10月29日から、鳥取県最低賃金

が１時間646円に改正されました。

鳥取県最低賃金は、業種や規模及び常用、

臨時、アルバイト・パートタイマーなどの雇

用形態にかかわらず、県内の事業所で働くす

べての労働者とその使用者に適用されます。

詳しくは、

鳥取労働局労働基準部賃金室

（緯0857-29-1705）または、

鳥取労働基準監督署

（緯0857-24-3211）にお問い合わせください。

源泉所得税の年末調整
説明会のご案内

平成23年分の年末調整の仕方や法定調書

の提出方法等について、次のとおり説明会を

開催します。

源泉徴収義務者の方は、ご参加ください。

(注1) 法人及び個人事業者の源泉徴収義務

者を対象に開催します。

(注2) 年末調整用紙を送付していますので、

説明会への出席はどの会場でも構いませ

ん。

開催場所開催日時

郡家公民館
八頭町宮谷80

11月15日(火)
13:30～15:00

智頭町総合センター
智頭町智頭2076-2

11月16日(水)
13:30～15:00

国府町中央公民館
国府町庁380

11月17日(木)
10:00～11:30
13:30～15:00

11月18日(金)
10:00～11:30
13:30～15:00

税を考える週間
11月11日～11月17日

今年のテーマ

「税の役割と税務署の仕事」

税を考える週間では、税の意義や役割を考

えていただくほか、税務行政に対する理解を

より深めて頂くことを目的と

して、様々な情報を提供してお

ります。

詳しくは、国税庁ホームページ

（http://www.nta.go.jp）へ。

問合せ先：鳥取税務署緯（0857）22-2141

※音声ガイダンスに従って『２』を押して

ください。

「来て、見て、感じ展」
in鳥取市立中央図書館

児童・生徒の税に関する習字や作文などを展示
しています。
【展示期間：11月10日（木）～17日（木）】

「とっとり因幡の風景を楽しむ
フォトコンテスト」開催

鳥取・因幡とその周辺を撮影対象地域とし

て、Web上でのフォトコンテストを開催しま

す。撮りためた写真をご応募いただいても結

構ですし、これからお出掛けいただいて写真

を撮られてもOKです。

入賞作品には賞金や地元特産品などのプレ

ゼントがあります。

応募期間 11月15日～平成24年1月17日

詳しくは下記のホームページをご覧ください。

ホームページアドレス：

http://www.toriphoto.jp/
問合せ先 鳥取自動車道活性化協議会事務局

（鳥取市役所観光コンベンション推進課内）

緯（0857）20-3227
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未然に防ごう 耕作放棄地！
近年、農家世帯の後継者不足や農業者の高

齢化等により耕作放棄地が増えています。そ

れに伴い、近隣農地の所有者や耕作者からの

相談や苦情が寄せられています。

農地を耕作しないまま放置すると雑草が生

い茂って種子が飛んだり、病害虫が発生する

など近隣農地へ悪影響を与えます。また、景

観を損なうだけでなく、火災や不法投棄の誘

因となります。

農地はいったん荒廃してしまうと、耕作で

きる農地へ戻すには多大な時間と労力がかか

ります。作物を栽培しない場合でも、農地の

所有者として年に一度は耕起したり、草刈り

や病害虫の駆除をするなどの管理を行い、周

囲に迷惑がかからないようにしましょう。

また、農業委員会活動の一環として、農地

を荒廃から守るため、耕作放棄地・違反転用

の発生防止及び実態把握のため各地区の担当

農業委員が農地パトロールを行っています。

農地への立ち入りの際には、ご理解とご協力

をお願いいたします。

【【お問合わせ先【お問合わせ先】】

八頭町農業委員会事務局八頭町農業委員会事務局 緯緯84－122784－1227

ACTV八頭放送局11月放送予定
番 組時 間

ケーブル屋お取り寄せ便6:00
6時 健康体操6:30

下私都保育所訪問6:45
かかしと一緒に七夕まつり7:00

7時 バードウォッチング7:15
安藤祭り7:30
見つめてみよう植物の世界7:45
安部保育所 保護者会納涼祭8:00

8時 メニユダまつり8:15
八頭町きらめき祭8:30
隼駅まつり8:45
八東ふる里の森まつり9:00

9時 ちまき作りとおはなし会9:15
サイエンスフロンティア9:30
ミニSL開通式10:00

10時 子育て支援センター10:15
ふれあい大学10:30
八頭町防災訓練「落岩集落」10:45
川遊びフェスタin八東川11:00

11時 姫路公園まつり11:15
やず☆わったいなプロレス11:30
アスリート解体新書12:0012時 ケーブル屋お取り寄せ便12:30
放射線カリスマ先生1:001時 船岡はやぶさ祭1:30
歴史街道 わたしたちの街の歴史と文化2:00

2時 関西三関王2:15
ケーブル屋お取り寄せ便2:30
安井宿 春祭り3:003時 船岡保育所訪問3:30
放射線カリスマ先生4:004時 アスリート解体新書4:30
やず☆わったいなプロレス5:005時 ケーブル屋お取り寄せ便5:30
ふれあい大学6:00

6時 八頭町きらめき祭6:15
健康体操6:30
安藤祭り6:45
メニユダまつり7:00

7時 隼駅まつり7:15
川遊びフェスタin八東川7:30
ミニSL開通式7:45
八頭町防災訓練「落岩集落」8:00

8時 ちまき作りとおはなし会8:15
サイエンスフロンティア8:30
安部保育所 保護者会納涼祭9:00

9時 かかしと一緒に七夕まつり9:15
八東ふる里の森まつり9:30
見つめてみよう植物の世界9:45
やず☆わったいなプロレス10:0010時 ケーブル屋お取り寄せ便10:30
バードウォッチング11:00

11時 歴史街道 わたしたちの街の歴史と文化11:15
関西三関王11:30
放送終了11:45

・内容は、随時更新されます。ご了承ください。
・最新の内容は、テレビの電子番組表（テレビリモコ
ンの「番組表」ボタンを押す）をご覧ください。

定例農業委員会の開催について

開 催 日 11月10日（木）午後1時30分～

開催場所 八頭町役場八東支所 第1会議室

提出先・問合わせ先
八東支所 農業委員会事務局 緯84－1227

八頭町役場 産業観光課 緯76－0208

船岡支所 産業建設課 緯72－3973

申請書は、毎月25日までに提出してくださ

い。翌月の定例農業委員会で審議します。
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地籍調査成果の登記完了ついて
関係者の皆様のご協力により、平成20年度

に現地調査を行った次の地区について、鳥取

地方法務局の登記が完了しましたのでお知ら

せします。

今後も引き続き、地籍調査についてご理解

とご協力をお願いします。

入 札 結 果
入 札 日 平成23年10月６日

工 事 名 八頭町光ファイバー引込・ONU

ボックス設置工事（2期）

工事場所 八頭町地内

所 管 課 企画課

落札金額 24,255,000円（税込み）

落札業者 株式会社 中電工 鳥取統括支社

法務局サンデー相談所
遺言、相続、登記、戸籍、人権、供託、心配

事などの相談を無料でお受けします。秘密は固

く守られます。お気軽にご相談ください。

日 時 11月20日（日）10：00～16：00

会 場 県立図書館 2階 大研修室

相談員 法務局職員及び公証人

問い合わせ先
鳥取地方法務局総務課内

お客様相談室 緯0857－22－2127

お問い合わせ先
地籍調査課 緯72－3154

登記完了年月日登記完了地区名

平成23年９月８日
郡家地域
下峰寺の一部

平成23年９月７日
船岡地域
福井、見槻中の一部

平成23年８月31日
八東地域
奥野の一部

花御所柿祭り
日 時 11月27日（日）10：00～16：00

会 場 物産館みかど

内 容 “花御所柿”の食べ放題！

“カニ汁”１人１回無料サービス！

郷土芸能 他

問い合わせ 物産館みかど 緯72－3730

お詫びと訂正
広報やず10月号の23ページおめでた欄で、８月17

日生まれの山本堅進さんのふりがなに誤りがありま
けんしん

した。お詫びして、訂正します。



:";6
2011.11ɟ29

(±0)世帯5,946世帯数八頭町の
世帯数と人口

10月１日現在
（ ）内は前月比

(－8)人18,995総人口
(＋5)人9,183男
(－13)人9,812女

年 齢ところ名 前日 付お
く
や
み

66歳(下津黒)中村 幸子9月25日

89歳(麻 生)宮﨑 宇三25日

73歳(篠 波)西尾 允秀27日

82歳(徳 丸)森下 次郎28日

84歳(郡家西区)澤田 江10月1日

82歳(門 尾)谷口 貞次2日

93歳（隼 福）川口ふみ子3日

80歳(船岡殿)山岡 功4日

89歳(富 枝)谷口 利男7日

59歳(下 野)林 雄7日

81歳(米 岡)亀井 登9日

83歳(西御門)竹内 收9日

64歳(延命寺)岡森 昭則10日

76歳(南)田中 良雄11日

99歳(米 岡)山本 實11日

77歳(郡家西区)山根 義人12日

95歳(上津黒)田中 子13日

76歳(北 山)馬塲﨑 雄14日

41歳(落 岩)岡垣 裕二14日

ひとのうごき 平成23年10月15日届出現在（敬称略）

おとうさん･おかあさんところ名 前誕生日お
め
で
た

逮 磨・かおる(土師百井２)森木 寛太
かん た

9月7日

素 輝・聡 美(船岡殿)大谷 拓
たく

斗
と

12日

雄 介・香名子(桜ケ丘)安部 颯吾
そう あ

15日

大 二・智 子(破 岩)西尾 榮志
えい じ

26日

俊 介・智 子(安井宿)中村 百佳
もも か

27日

広 宣・智恵子(南ヶ丘)福原 叶
しん

29日

敏 行・かおり(下門尾)西尾 莉月
り づき

10月1日

錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆
錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆
錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆
錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆
錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆
錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆

今月の休場日は11月18日（金）です。
詳しくは、因幡霊場（緯0857－51－8320）へ

因幡霊場の休場日

総合相談（人権・行政・心配事）

人権擁護委員、行政相談委員などが無料で

相談をお受けします。秘密は固く守られま

す。お気軽にご相談ください。

日 時 11月14日（月）13：30～16：00

会 場 郡家･船岡･丹比地区公民館の3カ所

問い合わせ先 人権推進課 緯72－3976

11月は…

毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎月月月月月月月月月月月月月月月月11111111111111110000000000000000日日日日日日日日日日日日日日日日はははははははははははははははは毎月10日は

｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢ノノノノノノノノノノノノノノノノーーーーーーーーーーーーーーーーレレレレレレレレレレレレレレレレジジジジジジジジジジジジジジジジ袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋デデデデデデデデデデデデデデデデーーーーーーーーーーーーーーーー｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣でででででででででででででででで｢ノーレジ袋デー｣ですすすすすすすすすすすすすすすすす

行政書士会無料相談
相続・遺言、成年後見、交通事故後遺障害

等級認定等の手続きなど（行政書士対応）

日 時 11月５日（土）10：30～15：00

※当日受付、先着順

会 場 県立図書館２階 小研修室

問い合わせ先 鳥取県行政書士会事務局

緯0857－24－2744

多重債務・ヤミ金融等相談会
弁護士や司法書士等の法律専門家による、

無料の面接相談。事前に予約が必要です。

日 時 11月21日（月）13：30～16：00

会 場 鳥取県庁

申し込み 鳥取県消費生活センター

問い合わせ先 緯0857－26－7605

*OGPSNBUJPO
弁護士による「女性のためのなんでも相談」
女性の抱えるさまざまな問題（ＤＶ・遺産

相続・金銭問題・夫婦問題等）の解決のため

に弁護士が無料で相談に応じます。

日 時 12月２日（金）13：30～16：30

会 場 男女共同参画センター「かがやき」

※事前予約制、先着４名（1人45分程度）

予 約 男女共同参画センター緯84－2361

国民健康保険税（第３期分）の納付月です
早めに準備、納付いただき、期限内納付にご協力をお願い
します。なお口座引き落としの方は11月30日（水）に引き
落としますので残高確認をお願いします。
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男女共同参画啓発シリーズ�

  多文化共生で誰もが   
         安心して暮らせる地域を
　「多文化共生」という言葉をご存じですか?「多文
化共生」とは、国籍や民族の異なる人々が互いの文
化的違いを認め合い、対等な関係でそれぞれの能力
を発揮しながら共に生きることをいいます。
　八頭町には現在約80名の外国人の方が在住され、
その大半を女性が占めています。中には文化や生活
習慣の違いから、地域になかなか馴染めないという
方もおられるようです。
　第２次八頭町男女共同参画プランでも、八頭町に
在住する外国人の皆さんとの意見交換などを通して
安心して暮らせる施策を推進していくこととしてい
ます。なぜならば、外国人の皆さんが住みやすい地
域は、誰にとっても住みやすい地域づくりにつな
がっていくからです。

　

再生紙と環境にやさしい大豆油インキを使用し印刷しています

　さて、突然ですが、私は引越しをしました。最初に住ん
でいたアパートが古いということで、新しいアパートに９
月から住むことになりました。そこで、今回は韓国の引越
し事情について書きたいと思います。
　韓国では日本とは違い、アパートに住む人が多いようで
す。ちなみに、韓国のアパートは日本で言うマンションの
ことを指し、日本とは逆の使い方をします。
　そして、韓国では家族の人数が増えたり、子どもの教育
環境が良い所に引越しをするので、日本人に比べて引越し
をする回数が多いそうです。私も韓国に来てから何度も引
越しをしている風景を見ました。そして、いざ自分が体験
してみて「なるほどこういうことになっていたのか」と驚
くことがいっぱいでした。
　まず、韓国では引越しの際、
引越し業者が服や台所用品
などの小物からベッドや机な
どの大型用品まですべて梱包
し、引越し先まで運んでくれま
す。引越しする本人は、貴重品
など大事なものだけをまとめ
ておけばいいようです。そし
て、当日は消防車のようなはし
ご車がやって来て、あっという間に部屋の窓から荷物を運
び出し、引越し先まで運んでくれます。本人は引越し先で
待っていて、家具をどこに配置したらいいかなどを指示す
ればいいだけです。最初、はしご車が来た時、簡易な荷台
しかついていないのに本当にアパートの５階から重たい荷
物を降ろすことができるのか心配でしたが、２時間くらい
で全ての荷物が運び出されました。
　さて、日本では結婚式やお祝い事をする時などに縁起
の良い日を選ぶ人が多いですが、占いを重視する韓国では
引越しの日にも縁起のいい日を選ぶそうです。その日は、
ソンオンヌンナル（ソンのいない日）と言います。「ソ
ン」とは、悪いことをする疫病神のことだそうです。そし
て、この日は陰暦で０と９がつく日のことをいい、この日
には縁起がいい日と信じられているようで、この日に引越
しをする人が多く、この日は引越し代金が割り増しになる
こともあるそうです。
　また、引越しした後はチプトゥリという引越しパー
ティーをするのが韓国式です。これは新しい家に友人や
親戚などを招待して盛大にお祝いをするものです。日本で
は引越しをしたら隣近所の人にそばなどの贈り物をします
が、韓国ではこのチプトゥリに招待された人達が贈り物を
持ってお祝いに行くのが通常のようです。このお祝い物と
して贈られるのは、洗剤やトイレットペーパーなどが多い
ということです。
　リフォームされた新しいアパートは、まだ、ペンキの匂
いがとれていませんが、新しく広い家を満喫しながら残り
の研修生活もがんばりたいと思います。
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